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地域の「誇り」を掘り起こせ
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「誇り」を紹介！

3 2015.12

デザイン×伝統的工芸品

伝統的工芸品×教育

教育×文化

文化×まち・ひとづくり

まち・ひとづくり×農産物

農産物×地域

地域×集い

集い×夢の実現

夢の実現×トップランナー

…04

…08

…09

…10

…12

…13

…14

…16

…18

Vol.1

デザ
イン×伝統的工芸

品×教育×文化×ま
ち・ひとづくり×農産物
×地域×集い×夢の
実現×トップラン

ナー

デザ
イン×伝統的工芸

品×教育×文化×ま
ち・ひとづくり×農産物
×地域×集い×夢の
実現×トップラン

ナー

Vol.2

Vol.3

Vol.4

Vol.5

Vol.6

Vol.7

Vol.8

Vol.9

ブランド

播州刃物・そろばん

そろばん教育

上田三四二

ガーデニング

きすみの営農女性部

うまいもんブランド

コミュニティーレストラン

小野まつり

陸上王国

人気のページはどれだ？
　それぞれのページで、紙面
では紹介しきれなかった写真
などをYouTubeで公開。
　さあ、ＱＲコードを読み込
んでアクセス。最も再生回数
が多いのはどの内容に？

地域の「誇り」を掘り起こせ

守
り
続
け
た
い
地
域
の
誇
り

　

昨
年
５
月
に
発
表
さ
れ
話
題
に
な
っ
た
消
滅
可
能
性
都
市
。
２
０

４
０
年
に
20
〜
30
代
の
女
性
が
５
割
以
上
減
る
自
治
体
を
指
し
、
人

口
減
少
社
会
と
い
う
現
実
を
突
き
つ
け
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
国
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
お
い
て
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
で
地
方
を
活
性
化

さ
せ
る
「
地
方
創
生
」
の
指
針
を
示
し
た
。

　

地
域
力
に
は
、
地
域
資
源
や
人
的
要
素
な
ど
多
様
な
要
素
が
あ
る

が
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
究
極
の
要
因
は
人
材
力
。
地
域
の
魅
力
・

資
源
に
気
付
き
、そ
れ
を
磨
い
て
い
け
る
よ
う
に
、地
域
資
源
の
発
掘
、

再
生
、
創
造
に
人
材
力
を
結
集
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い

る
。

　
「
こ
の
地
域
に
は
何
も
な
い…

」
よ
く
聞
く
フ
レ
ー
ズ
だ
が
、
外
部

か
ら
見
れ
ば
地
域
に
は
宝
と
な
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
の
特

集
を
読
め
ば
、
た
だ
ブ
ラ
ン
ド
化
で
き
て
い
な
い
だ
け
で
、
地
域
の

誇
り
と
な
る
要
素
は
十
分
あ
る
こ
と
に
気
付
く
は
ず…

。

　

【表紙写真】
①播州刃物の「握りばさみ」：小林新也さん
がブランディングした播州刃物のビジネス
モデルそのものがグッドデザイン賞を受
賞。（4～5㌻）②播州そろばんの「サイコロ
そろばん」：県が配布するベビー用ギフト
カタログに掲載。デザインは小林新也さ
ん。（7㌻）③蜂蜜「八百万の琥珀」：10月か
ら開始した「ふるさと納税」の人気商品。
「うまいもんブランド」認証。（13㌻）

①

②

③

22015.12
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「
播
州
刃
物
」
の
取
り
組
み
は
、

９
月
末
に
発
表
の
あ
っ
た
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
・
ベ
ス
ト
１
０
０
に
選

ば
れ
、
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
、
特

別
賞
（
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・
も
の

づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
賞
）
を
獲
得
。

　

産
地
の
意
識
改
革
や
後
継
者
育

成
な
ど
「
強
力
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
が
伝
統
的
工
芸
品
を
未
来
に
つ

な
い
だ
」
と
評
価
さ
れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
そ
の
も
の

を
デ
ザ
イ
ン 

ー
挑
戦
の
重
要
性

グッドデザイン・ベスト100受賞
特別賞（グッドデザイン・ものづくりデザイン賞）受賞

　　
「
辞
め
ら
れ
た
ら
鍛
造
技
術
は
途
絶
え
る
。
そ
れ
は
避

け
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
、
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
小

林
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
水
池
さ
ん
。
ま
さ
か
、
販
路
拡

大
が
世
界
相
手
だ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

９
月
末
に
実
演
の
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
へ
行
く
際
も
、

言
葉
も
分
か
ら
な
い
し
、
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
。
刃
物

が
手
荷
物
検
査
で
ひ
っ
か
か
ら
な
い
か
も
気
に
な
っ
て

い
た
と
か
（
実
際
は
問
題
な
く
）。

　

現
地
で
の
実
演
で
は
、
向
こ
う
に
は
な
い
技

術
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
関
心
を
集
め
た
。

　

帰
国
後
は
、
熊
本
市
か
ら
技
術
を
学
び
た
い

と
来
た
寺
崎
研
志
さ
ん
（36）
を
後
継
者
と
し
て
育

て
る
こ
と
も
決
意
し
た
。

　
「
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ　

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
播
州
刃
物
の
こ
と
を
今
年
３
月
に
知
り
、
後

１
年
で
も
早
く
す
べ
て
を
伝
授
し
た
い

延
命
で
な
く
、
次
の
後
継
者
を

継
者
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
と
い

う
寺
崎
さ
ん
。「
会
社
を
辞
め
、
こ

ち
ら
に
来
る
こ
と
は
、
長
男
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
親
か
ら
の
反
対

も
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
に
来
た
以
上

は
、
早
く
水
池
さ
ん
の
手
伝
い
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
後

継
者
も
つ
く
り
た
い
」
と
力
強
く

語
っ
た
。

10月から後継者として水池さんから学ぶ寺崎研志さん

加熱した金属をハンマーで打つ水池さん

持つところを曲げた後は、切れ味を調整

関連写真などを見ることが
できます。
QRコード →

https://youtu.be/
d-gGSEo2DMk
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デザ
イン

×伝統的工芸品×教育
×
文
化
×
ま
ち
・
ひ
と
づ
くり

×農産物×地域×集
い×

夢の
実
現
×
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
×

　

小
野
市
で
は
地
場
産
業
と
し
て
、

播
州
そ
ろ
ば
ん
（
６
㌻
で
紹
介
）

と
と
も
に
、
は
さ
み
な
ど
の
家
庭

用
刃
物
が
古
く
か
ら
根
付
い
て
い

る
。
し
か
し
２
５
０
年
の
歴
史
を

持
ち
な
が
ら
、
他
産
地
と
比
べ
て

低
い
認
知
度
。
ま
た
、
職
人
と
呼

ば
れ
る
人
の
平
均
年
齢
は
73
歳
と

高
齢
化
し
、
後
継
者
問
題
に
も
直

面
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
産
地
と
し
て
生

き
残
れ
な
い
。
指
導
者
と
な
る
職

人
が
い
る
う
ち
に
」
と
立
ち
上
が
っ

た
の
が
、
デ
ザ
イ
ン
合
同
会
社

「
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
食
堂
」（
西
本
町
）

代
表
の
小
林
新
也
さ
ん
（28）
。
播
州

デザ
イン×伝統的工芸

品×教育×文化×ま
ち・ひとづくり×農産物
×地域×集い×夢の
実現×トップラン

ナー

デザ
イン×伝統的工芸

品×教育×文化×ま
ち・ひとづくり×農産物
×地域×集い×夢の
実現×トップラン

ナー

ブランド

デザイン×伝統的工芸品

刃
物
の
職
人
の
後
継
者
を
育
て
る

た
め
、
販
路
開
拓
や
価
格
の
見
直

し
、
職
人
の
利
益
率
を
上
げ
る
こ

と
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
「
安
い
と
売
れ
る
と
い
う
常
識
を

変
え
る
た
め
販
売
価
格
は
２
〜
３

倍
に
。
そ
の
価
格
に
見
合
う
よ
う

に
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
桐
箱
に

変
更
。
ま
た
、
商
品
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
は
、
見
た
目
で
刃
物
の
用
途

が
わ
か
る
よ
う
に
、
切
る
対
象
物

の
写
真
を
並
べ
て
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
（
５
㌻

上
写
真
）」
と
小
林
さ
ん
。
ま
た
、

何
よ
り
商
品
に
対
し
て
需
要
が
あ

る
こ
と
を
職
人
に
伝
え
る
こ
と
で
、

後
継
者
を
育
て
よ
う
と
す
る
体
制

づ
く
り
や
希
望
を
も
っ
た
と
い
う

意
識
改
革
が
重
要
だ
と
し
て
い
る
。

　
「
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ　

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ　

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、
経
済
産
業
省

が
進
め
る
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
政
策

の
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
支
援
事
業
」
の
こ
と
で
、

日
本
の
商
品
を
海
外
へ
届
け
た
い

中
小
企
業
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
チ
ー

持
続
可
能
な
産
地
と

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

Ｍ
О
Ｒ
Ｅ  

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
支
援

ム
の
活
動
を
支
援

す
る
も
の
。
今
年

度
、
全
国
で
13
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

採
択
さ
れ
て
い

て
、
小
林
さ
ん
の

取
り
組
み
は
前
年
度
に
引
き
続
き

認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
９
月
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
ウ

イ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
期
間
中
に
「
Ｍ

ａ
ｉ
ｓ
ｏ
ｎ　

Ｗ
ａ
」（
パ
リ
）
で

播
州
刃
物
の
展
示
販
売
を
し
た
ほ

か
、「
Ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ　

ｄ
ｅ
ｓ
ｉ

ｇ
ｎ
ｊ
ｕ
ｎ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」（
ロ
ン

ド
ン
）
で
は
、
初
め
て
職
人
で
あ

る
水
池
長
弥
さ
ん
（70）
を
呼
び
、
現

地
で
握
り
ば
さ
み
の
曲
げ
と
仕
上

げ
の
工
程
を
実
演
す
る
こ
と
に
も

挑
戦
し
た
。

これまでの取り組みについて語る小林新也さん

ロンドンで握りばさみづくりの工程を実演する水池長弥さん
（小林新也さん提供）

モ　

ア　
　
　
　
　
　

ザ　

ン

メ 

ゾ 

ン　
　
　
　
　

ワ

ロ 

ン 

ド 

ン

デ 

ザ

イ 

ン 

ジ 

ャ 

ン 

ク 

シ 

ョ 

ン

（その１）
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そ
ろ
ば
ん
の
良
さ
が
海
外
で
注

目
さ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
米
国
な

ど
で
子
ど
も
が
学
ん
で
い
る
。
市

で
は
、
使
い
や
す
い
木
製
の
そ
ろ

ば
ん
を
海
外
に
送
る
こ
と
で
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
、
使
わ
な
く
な
っ
た
そ

ろ
ば
ん
を
送
る
「
そ
ろ
ば
ん
リ
ユ
ー

ス
事
業
」
を
平
成
22
年
度
か
ら
実

施
し
需
要
の
拡
大
に
期
待
す
る
。

　

ま
た
、
そ
ろ
ば
ん
を
製
造
販
売

す
る
「
ダ
イ
イ
チ
」（
垂
井
町
）
は
、

４
〜
５
㌻
で
紹
介
し
た
「
シ
ー
ラ

カ
ン
ス
食
堂
」
代
表
の
小
林
さ
ん

の
デ
ザ
イ
ン
協
力
を
得
て
、
カ
ラ

フ
ル
な
そ
ろ
ば
ん
の
製
造
体
験
な

技
術
継
承
の
た
め
に

カラフルなそろばんづくりができる「そろばんビレッジ」

ど
が
で
き
る
「
そ
ろ
ば
ん
ビ
レ
ッ

ジ
」
を
24
年
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

25
年
に
家
業
を
継
ぎ
、
そ
ろ
ば
ん

職
人
に
な
っ
た
宮
永
孝
信
さ
ん

（28）

＝
写
真
右
＝
は
、「
昔
の
自
分
か
ら

は
今
の
自
分
を
想
像
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
」
と
言
い
な
が
ら
も
、「
分

業
制
に
お
け
る
後
継
者
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
様
々
な
技
術
を

習
得
し
た
い
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

ベビーギフトカタログ
「こんにちは、ひょうごっこ。」の
対象商品に
　兵庫県が、平成27年中に生まれた子どもを対

象に、ギフトカタログを贈る

事業で、プレゼント商品とし

て、そろばん玉を使った玩具

も掲載されています。

　 　

経
済
産
業
省
が
進
め
る
「
Ｍ
Ｏ

Ｒ
Ｅ　

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ　

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
13
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

み
で
あ
る
こ
と
は
、
４
㌻
で
も
紹

介
し
た
が
、
播
州
そ
ろ
ば
ん
の
取

り
組
み
も
そ
の
１
つ
。（
つ
ま
り
13

の
う
ち
２
つ
も
地
元
の
取
り
組
み

と
な
る
。）
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
海
外
で
の
そ
ろ
ば
ん
普
及
を

目
標
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
省
が
企
画
す
る
伝
統

的
工
芸
品
の
展
示
販
売
イ
ベ
ン
ト

「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　

Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
ａ
ｌ　

Ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ　

Ｗ
ｅ

ｅ
ｋ
」（
10
／
24
〜
11
／
３
）
に
参

新
た
な
販
路
拡
大
へ

加
。
こ
れ
は
、
東
京
な
ど
に
あ
る

店
と
伝
統
的
工
芸
品
の
産
地
が
共

同
で
展
示
販
売
な
ど
を
実
施
す
る

こ
と
で
流
通
の
拡
大
を
目
指
し
て

い
る
。

播州そろばんは、東京ミッドタウン（港区）の3階「ファーバー
カステル」で展示・販売

「あさが来た　Part1」（NHK出版）
撮影：野山昌一、文：藤原武志

連続テレビ小説「あさが来た」で
使われている「播州そろばん」
　ガイドブックでも、「『播州そろばん』の職人

が特別に作った逸品だ」と紹介されています。

ジ
ャ
パ
ン　
　
　
　
　

ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ル　
　
　
　
　
　
　

ク
ラ
フ
ト　
　
　
　

 

ウ
イ
ー

ク

https://youtu.be/l
CYF0StbjZ0

あ
さ
の
娘
婿
は
、
小
野
藩
最
後
の
藩
主
の
次

男
と
い
う
小
野
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ド
ラ
マ

関連写真などを見ることが
できます。
QRコード →
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デザ
イン

×伝統的工芸品×教育
×
文
化
×
ま
ち
・
ひ
と
づ
くり

×農産物×地域×集
い×

夢の
実
現
×
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
×

　

最
後
の
製
造
工
程
と
な
る
「
組
み
立
て
」
は
、

高
山
辰
則
さ
ん
（40）
＝
写
真
右
＝
が
伝
統
工
芸
士

の
宮
本
一
廣
さ
ん
（75）
の
と
こ
ろ
で
昨
年
８
月
か

ら
修
行
を
始
め
た
。

　

高
山
さ
ん
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
を
す
る
神
戸

の
会
社
に
勤
め
て
い
た
が
、
そ
ろ
ば
ん
づ
く
り

に
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
を
知
り
、
小
野
市
に

住
ん
で
い
る
自
分
が
何
と
か
し
た
い
と
転
職
を

決
意
。「
高
い
技
術
を
も
つ
宮
本
さ
ん
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
言
い
、
宮
本
さ

ん
か
ら
「
使
う
人
が
ど
う
思
う
か
が
大
事
。
自

分
が
い
い
と
思
っ
て
い
て
も
だ
め
で
、
一
人
で

も
多
く
の
人
が
使
っ
て
喜
ば
れ
る
も
の
を
作
る

よ
う
に
」
と
い
う
教
え
を
常
に
意
識
し
て
い
る

と
い
う
。

　

た
だ
、
次
の
後
継
者
に
技
術
を
伝
承
す
る
に

は
短
期
間
で
は
無
理
。
継
続
的
な
支
援
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
る
と
語
気
を
強
め
た
。

デザ
イン×伝統的工芸

品×教育×文化×ま
ち・ひとづくり×農産物
×地域×集い×夢の
実現×トップラン

ナー

デザ
イン×伝統的工芸

品×教育×文化×ま
ち・ひとづくり×農産物
×地域×集い×夢の
実現×トップラン

ナー

ブランド

デザイン×伝統的工芸品

使
う
人
が
使
い
や
す
い
も
の
を

職人の技術とこだわりが結集
　小野市の伝統的工芸品「播州そろばん」は、

昭和35年の最盛期には年間360万丁を製造

していたが、現在は、約7万丁にまで落ち込

む。製造工程は、玉作り、玉仕上げ、ひご竹

作り、組み立ての4工程の分業制。ただ、後

継者などの問題で一つでも工程が欠けると生

産が止まる恐れも…。

◆玉作り◆＝写真右
　石井清輝さん（59）は、18歳から製造に携

わる。元は円柱形の木材を穴の開いたひし形

に機械で加工。削るための刃物を自ら調整す

る。石井さんは「昔は、町内でも同業者は多

くいたが今は２軒。技術が他に転用できない

し継承の問題は難しい」と。

◆玉仕上げ◆＝写真左
　玉作りの工程を経た玉は、桑田重巳さん

（60）のところへ。砥石で面取りをした後、

色やニスを付け１日乾燥。玉の穴の大きさを

均一にし、ロウを入れた袋に入れて２時間回

転させて磨けば完成。

（その2）
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上
田
は
、
小
学
校
５
年
生
ま
で

樫
山
で
過
ご
し
、
親
の
転
勤
で
市

外
へ
。
医
師
と
し
て
医
療
に
従
事

し
な
が
ら
文
学
活
動
に
取
り
組
ん

だ
。
作
品
に
は
、
樫
山
で
の
出
来

事
も
登
場
。「
故
山
」
で
は
、
父
が

療
養
中
、
前
栽
を
眺
め
る
た
め
に

つ
か
ま
っ
た
柱
に
、
手

を
置
い
た
跡
が
黒
く

残
っ
て
い
た
と
。
現
在

も
そ
の
跡
は
前
栽
に
面

し
た
生
家
の
柱
に
残
さ

れ
て
い
る
（
写
真
下
）。

小
学
校
５
年
生
ま
で
小
野
に

第27回　小野市短歌フォーラム
投稿用紙

〒　　　　－
氏　名 住　所ふり

がな

・新かな遣い
・旧かな遣い
○をつけてください。

※

筆
名
使
用
の
方
は
本
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

（
学
校
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
年
）

ふ
り
が
な

都道
府県

男・女 歳

電話番号
（　　　　）　　　－

受付番号

き
り
と
り
線

必
ず
楷
書
で
丁
寧
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※自作未発表作品で、1人１首に限ります
　（投稿作品の一切の権利は小野市が有します）
※投 稿 料：1,000円（小学生～大学生等学生は無料）
※締め切り：来年1月18日（月）当日消印有効

デザ
イン

×伝統的工芸品×教育
×
文
化
×
ま
ち
・
ひ
と
づ
くり

×農産物×地域×集
い×

夢の
実
現
×
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
×

教育×文化

■ 投稿方法
①郵送：投稿用紙と郵便小為替を同封して郵送。
②インターネット：投稿フォームで入力し、投稿料を指定口座へ。

■ 投稿先　〒675-1380　小野市王子町806-1
　　　　　 小野市教育委員会内　短歌フォーラム係

小野市短歌フォーラム検索

【上田三四二】（1923～89）
加東郡市場村（現小野市樫山町）に生まれ
る。昭和54～59年と62～63年の8年
間、宮中歌会始の選者になるなど、短歌を
始め文芸界に大きな足跡を残す。

　
「
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
、
歌
人
・
京
都
大
学

助
教
の
永
田
紅
さ
ん
が
、
新
聞
で
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ

た
。「
小
野
市
は
郷
土
の
歌
人
・
上
田
三
四
二
に
ち
な
み
、

『
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
と
い
う
一
般
公
募
の
賞
を

設
け
て
い
る
。
児
童
も
投
稿
し
、
子
供
の
頃
か
ら
短
歌
に

親
し
む
土
壌
が
培
わ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
小
野
は
文
学
、

俳
句
、
短
歌
と
い
う
ソ
フ
ト
を
用
い
て
町
を
発
信
し
、
人

を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ど

ん
な
小
さ
な
町
で
も
、『
○
○
の
町
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
強
い
」（
今
年
10
月
７
日
付
読
売
新
聞
「
地
方

の
未
来
を
考
え
る
委
員
会
・
第
４
回
「
文
化
の
力
」）

　

ふ
る
さ
と
と
し
て
、
上
田
の
功
績
を
も
っ
と
活
か
し
て

い
か
な
け
れ
ば…

。

功
績
た
た
え
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム

関連写真などを見ることが
できます。
QRコード →

https://youtu.be/
SNHSyDXVBR8

せ
ん
ざ
い

み   よ   じ
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デザ
イン

×伝統的工芸品×教育
×
文
化
×
ま
ち
・
ひ
と
づ
くり

×農産物×地域×集
い×

夢の
実
現
×
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
×

デザ
イン×伝統的工芸

品×教育×文化×ま
ち・ひとづくり×農産物
×地域×集い×夢の
実現×トップラン

ナー

デザ
イン×伝統的工芸

品×教育×文化×ま
ち・ひとづくり×農産物
×地域×集い×夢の
実現×トップラン

ナー

ブランド

伝統的工芸品×教育
　 　

市
内
の
小
学
校
３
年
生
は
、
算

数
の
時
間
に
使
う
そ
ろ
ば
ん
を
作

る
。
平
成
14
年
か
ら
、
播
州
算
盤

工
芸
品
協
同
組
合
と
播
州
算
盤
製

造
業
組
合
の
職
人
ら
が
指
導
。
組

み
立
て
体
験
を
通
し
て
、
地
場
産

業
へ
の
関
心
を
高
め
、
も
の
づ
く

マ
イ
そ
ろ
ば
ん
の
組
み
立
て

り
の
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
る
。

　

大
部
小
学
校
で
は
、
毎
週
木
曜

日
の
８
時
15
分
か
ら
15
分
間
、
そ

ろ
ば
ん
に
取
り
組
む
「
パ
チ
パ
チ

タ
イ
ム
」
が
あ
る
。
目
を
閉
じ
て

集
中
力
を
高
め
る
１
分
間
の
黙
想

　 　

市
の
教
育
行
政
顧
問
で
東
北
大
学

の
川
島
隆
太
教
授
は
、「
そ
ろ
ば
ん
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
、
情

報
処
理
能
力
や
記
憶
・
認
知
能
力
が

伸
び
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
前

頭
前
野
が
働
く
の
で
、
脳
の
ウ
オ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
も
い
い
」
と
語
る
。

そ
ろ
ば
ん
で
脳
を
活
性
化

大
部
小
で
パ
チ
パ
チ
タ
イ
ム

に
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
問
題

に
取
り
組
む
。
各
教
室
で
は
、
静

寂
の
中
に
、
そ
ろ
ば
ん
玉
を
は
じ

く
音
だ
け
が
響
く
。
１・
２
年
生
は
、

百
玉
そ
ろ
ば
ん
を
使
い
、
４
年
生

か
ら
は
自
分
で
選
択
し
た
コ
ー
ス

の
問
題
に
挑
戦
す
る
。

　

練
習
の
成
果
を
試
す
機
会
が
、

年
に
２
回
あ
る
「
パ
チ
パ
チ
集
会
」。

全
校
児
童
が
体
育
館
に
集
ま
り
、

最
初
は
個
人
で
見
取
り
算
に
挑
み
、

平成17年から市の教育行政顧問に。10月末、
5年生の児童らを対象に、今回で12回目とな
る講演会を実施。「前頭前野を鍛えることが夢
をかなえることにつながる」と呼びかける。

そ
の
後
、
長
さ
が
５
㍍
あ
る
そ
ろ

ば
ん
を
使
っ
て
、
各
ク
ラ
ス
の
代

表
で
編
成
す
る
６
チ
ー
ム
が
「
リ

レ
ー
算
」
で
競
う
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、「
そ
ろ

ば
ん
」
の
持
つ
ブ
ラ
ン
ド
力
と
教

育
が
結
び
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
、
新

聞
な
ど
で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

一
時
は
ギ
ネ
ス
に
も
登
録

10
・
１
㍍
の
そ
ろ
ば
ん

　

大
部
小
学
校
に
は
、
平
成
17
年
10
月
に
児
童

も
参
加
し
て
作
っ
た
10
・
１
㍍
、
７
３
６
桁
の

そ
ろ
ば
ん
が
あ
る
。当
時
は
、ギ
ネ
ス
に
も
登
録
。

学
校
の
宝
物
に
な
っ
て
い
る
。

はちまきを締めてそろばんに
取り組む大部小３年生の児童 テレビの取材も多い

関連写真などを見ることが
できます。
QRコード →

https://youtu.be/
bW_EFEh8bd8
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地方創生トピックス①

　「小野市人口ビジョン」や「小野市総合戦略」を策定（19㌻参照）するため、アン
ケートを実施しました。

対象：18～49歳の市民で無作為抽出した3,000人
　　　（有効回答991件）※今年6/19～7/3

定住の意向や仕事、結婚などに関する希望調査

1. 生活満足度

満足している
74.8％

満足していない15.3％

どちらでもない8.7％

不明1.2％

0 60 70 80

18
〜
19
歳

平 

均

20
〜
24
歳

66.7 68.1 74.8

下
東
条

来 

住
河 

合
小 

野
市 

場
大 

部

65.5 67.8 76.075.9 76.6 82.7

(%)

年齢別

地区別

　暮らしの満足度について、74.8％の人が「満足している」と回答。

ただ、24歳以下の年代では、満足度が低く60％台。また、地区別に

見ると、大部地区と来住地区とでは17.2％の開きがある。

住み続けたい
53.0％

市内で転居希望8.2％

市外へ転出希望11.1％

わからない26.0％

不明1.7％

2. 定住意向

住み続けたい
27.7％

市内で転居希望
11.7％

市外へ転出希望25.5％

わからない30.9％

不明4.2％

　定住意向について、全体では

「今と同じ場所に住み続けた

い」は53.0％。ただ、若い年

齢層で特に「20～24歳」では、

27.7％と最も低い結果に。逆

に、最も高かったのは「40～

44歳」で64.1％。

3. その他の質問

0 20 40 60 80

収入が上がり、安定した家計

安定した雇用の機会

家事・育児の支援

74.5

60.4

46.4

■結婚・出産・子育ての希望をかなえるために必要なこと

0 20 40 60

■若者が住み続けたいと思うために必要なこと

47.6

39.2

35.9

就職・就業支援

子育て支援の充実

公共サービス費用の負担軽減

0 1 2 3

1.37

2.37

2.01

現在の子どもの数

理想の子どもの数

実際に持つ予定の子どもの数

■子どもの人数

0 20 40 60 80

62.3

47.6

26.2

■理想と実際に持つ予定の子どもの数に差がある理由

子育てや教育にお金がかかる

年齢などの理由

精神的・肉体的な負担

（人）

（％） （％）

（％）

（上位3項目） （上位3項目）

20～24歳

全　体
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デザ
イン

×伝統的工芸品×教育
×
文
化
×
ま
ち
・
ひ
と
づ
くり

×農産物×地域×集
い×

夢の
実
現
×
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
×

デザ
イン×伝統的工芸

品×教育×文化×ま
ち・ひとづくり×農産物
×地域×集い×夢の
実現×トップラン

ナー

デザ
イン×伝統的工芸

品×教育×文化×ま
ち・ひとづくり×農産物
×地域×集い×夢の
実現×トップラン

ナー

ブランド

文化×まち・ひとづくり

　 　　
「
色
と
香
り
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」

を
目
指
し
、
現
在
、
１
０
０
人
を

超
え
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
市
内
の
景
観
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
平
均
年
齢
67

歳
、
最
高
齢
は
86
歳
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
が
平

成
14
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
に
合

わ
せ
て
組
織
。
当
時
の
メ
ン
バ
ー

は
50
人
程
度
だ
っ
た
。

　

活
動
内
容
は
、
育
苗
と
植
栽
。

春
季
は
２
〜
５
月
に
ひ
ま
わ
り
の

丘
公
園
の
西
に
あ
る
育
苗
ハ
ウ
ス

で
花
を
種
か
ら
育
て
、
６
月
に
市

内
の
花
壇
の
植
え
替
え
を
行
う
。

秋
季
は
、
８
〜
10
月
に
育
苗
、
11

月
に
植
え
替
え
る
。

　
「
花
が
好
き
だ
か
ら
」「
友
だ
ち

に
勧
め
ら
れ
た
」
な
ど
参
加
し
た

き
っ
か
け
は
様
々
だ
が
、
ほ
と
ん

ど
の
方
が
、「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」

と
言
う
。
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
、

講
習
会
に
も
参
加
し
、
さ
ら
な
る

技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で

ま
ち
づ
く
り

　NPO法人ひょうごグリーンスタッフによる
花・ハーブ講習会を開催します。

　日時　❶来年1月12日（火）・❷28日（木）
　　　　13：30～15：00
　場所　広渡廃寺跡歴史公園
　内容　リサイクルハンギングバスケットづくり
　定員　各日20人（先着順）
　参加料　各日1,000円
　申し込み方法　電話・ファクスで、住所・氏名・
　   電話番号・希望日をお知らせください。
　申し込み・問い合わせ先　
　

花・ハーブ講習会（1月）に
参加しませんか

Voice
藤原 友子さん

長く続けていきたい
　近所の方から誘われて、平成18年
から参加しています。以前は、川西市
に住んでいましたが、震災の影響でこ
ちらに。当時は、仕事も辞めて家にい
たので、小野市のことが何もわからな
かったけど、ボランティアの活動を通
して、地名とかも分かるように。花の
知識も増え楽しいので、和気あいあい
と続けていきたいと思います。

関連写真などを見ることが
できます。
QRコード →

https://youtu.be/
_bvgxXOyXJM

まちづくり課都市整備係　☎63-2182　　63-2614
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デザ
イン

×伝統的工芸品×教育
×
文
化
×
ま
ち
・
ひ
と
づ
くり

×農産物×地域×集
い×

夢の
実
現
×
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
×

農産物×地域

八百万の琥珀

山田錦のポン菓子 イチジク

優れた農産物特産品
　小野うまいもんブランドは、商品

へのこだわり、信頼性などの基準を

満たす商品。付加価値を付け、知名

度の向上を図る。（全36品目）

　蜂蜜「八百万の琥珀」を販売するのは竹川純平さん。

東京の証券会社勤めなどを経て、平成26年4月に市

内で商社を設立。その中の1事業として八千蜜屋事業

部を立ち上げる。

　単一の花の蜜から採られる蜂蜜が主である一方で、

竹川さんが扱うのは、多くの種類の花を蜜源とする

「百花蜜」。「多数」という意味を持つ八百万を商品名

にしている。百花蜜は、採れる場所や時期で味がまっ

たく別のものに変わる。そのため、採れた場所や時期

を記したタグを付けることで、安心安全を提供する。

採蜜情報を明確化し安心安全を証明

問 八千蜜屋（☎62-8718）

　自ら「セレブ農家」と称するのは、平成23年から実家

で農業を始めた石井美里さん。就農のきっかけは、いつ

も元気だった祖父の死や東日本大震災。兄も仕事で家を

離れていたこともあり、「家を継ぐのは私しかいない。

後悔しない生き方をする」と決意した。両親が水稲の栽

培をしていたため、野菜作りや、親の作る山田錦を使っ

たポン菓子作りを担当。山田錦は通常の米と比べて粒が

大きいため、食べた時にサクサク感があるという。

　夢ばかりをかき集めた「夢マッ

プ（＝写真下）」を壁に張り、そ

の前で「将来は高級車で田

んぼの水を見回ってみ

たい」と石井さん。

夢は、フェラーリで田んぼの水見回り　

問 石井農場（☎67-1031）

　市内の18農家で構成す

る無花果部会は、全2.4

㌶ある農地で完熟イチジ

クを神戸などに出荷して

いる。部会の会長を務め

る服部正代さんは、義父

の入院がきっかけで平成

13年から、栽培。栽培のコツは、木の病気などの変化

を早く見つけられるようにひたすら手をかけてやること

だという。ただ、「完熟を売りにしているため、果実が

割れやすいし、傷みやすい」と悩む。出荷は9～11月。

　「自分が元気なうちは栽培を続けていきたい」と話し、

会員が増えるこ

とを願う。

完熟「おのこまち」

問 JA兵庫みらい小野営農生活センター（☎63-6905）

やおよろず こ はく

関連写真などを見ることが
できます。
QRコード →

https://youtu.be/l
sGsO0VP8K8

い ち じ く
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まち・ひとづくり×農産物

きすみの営農女性部の皆さん

　 　

平
成
23
年
、
担
い
手
不
足
に
困
っ

て
い
た
「
き
す
み
の
営
農
（
当
時

は
任
意
組
合
「
き
す
み
の
地
区
営

農
組
合
」）
は
、
時
給
千
円
で
人
材

募
集
す
る
。
そ
こ
に
農
業
未
経
験

の
主
婦
が
手
を
あ
げ
た
。「
毎
日
来

な
く
て
い
い
、
時
間
の
あ
る
と
き

で
」
と
誘
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
皆
、
気
軽
な
気
持
ち
で
参
加

し
た
と
い
う
。
た
だ
、
体
験
し
て

み
れ
ば
面
白
く
、
や
り
が
い
を
感

じ
な
が
ら
、
作
業
日
数
も
増
え
て

い
っ
た
。
今
で
は
、
地
区
外
を
含

む
７
人
の
女
性
（
１
人
は
育
児
休

業
中
）
が
携
わ
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー

も
乗
り
こ
な
す
。

　

そ
れ
で
も
、
課
題
は
多
く
の
し

か
か
る
。
収
入
額
に
対
す
る
考
え

方
も
様
々
で
、
夫
の
扶
養
の
範
囲

内
に
し
た
い
者
と
、
そ
う
で
な
い

者
と
の
思
い
が
交
錯
す
る
。
そ
ん

な
中
、
高
い
収
益
を
求
め
イ
チ
ゴ

の
試
験
的
な
ハ
ウ
ス
栽
培
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　

藤
本
弘
文
組
合
長
は
、「
栽
培
す

人
材
不
足
を
補
う

る
品
目
を
増
や
さ
ず
、
収
益
を
あ

げ
る
こ
と
が
一
番
良
い
。
イ
チ
ゴ

の
栽
培
も
後
発
に
な
る
の
で
、
何

か
売
り
に
で
き
る
も
の
が
な
い
と

売
れ
な
い
」と
引
き
締
め
る
。
ま
た
、

「
担
い
手
に
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
も
、
時
間
給
で
な
く
定
額

に
し
た
い
。
経
験
年
数
に
よ
る
差

も
あ
る
べ
き
だ
」
と
語
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
難
し
い
舵
取
り
は

続
い
て
い
く…

。

農業未経験の女性が農業を救う
　来住町と下来住町の農家らで組織された農事組合法人

「きすみの営農」女性部が、今注目を集める。地域活動に

挑戦して輝く女性に、男女共同参画担当大臣が贈る「女性

のチャレンジ賞」を6月に受けるなどしてから、テレビ・新

聞で取り上げられることも多くなっている。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

関連写真などを見ることが
できます。
QRコード →

https://youtu.be/
mt4FScShyfw



ゆうゆうの里かしやま　
　樫山町493-6　☎69-0031
　10:00～15:00　　木曜日休

　ご当地グルメ「おの恋ホルモン焼きそば」を提供する。
ホルモンは、焼いてもモチっと歯ごたえの残る良いも
のを使用するなど材料にこだわる。お客は、仕事で市
内に来た方がお昼休みに利用するケースが多く、「仕
事がうまくいった」と聞くとうれしくなるという。た
だ、ボランティア精神がないとやっていけない現状に
課題が残る。

誉田の館いろどり　
　福住町247-5　☎60-4717
　8：30～15：30　　水曜日休

　9種類のおかずが一皿にのった「おふくろランチ」や
日替わり定食が人気。土・日曜日には、カレーパンや
あんぱんなども販売する。お弁当は、地域でイベント
などがあると注文があり、多い日で200食近くを作る
ことも。高齢者が働ける場として、みんながイキイキ
笑顔あふれる好環境。ただ、立地条件が悪いので、
もっとPRして、もう少し賃金が払えるようにしたい
と意気込む。

Ao-mercato 野菜ごはん　
　粟生町1816-2　☎66-5355
　9：00～ 18：00　　火曜日休

　おすすめピザは「野菜ピッツァ」と「マルゲリータ」。
生地には、小野産小麦「ふくほの香」を使う。「ふく
ほの香」を使うことは、含まれる水分量が安定して
いないこともあって難しい。おいしさを追求するた
めに良いと思ったことは取り入れているという。お
客は、加古川など市外から来るリピーターが多く、
食を通じた交流の場になればと願う。

おかげさまで3周年。

12/1（火）～9（水）
は、ホルモン焼きそば
を特別価格で提供!

関連写真などを見ることが
できます。
QRコード →

https://youtu.be/
VN9EfBTMP_E

野菜ピッツァ（900円）

おふくろランチ（1,000円）

ホルモン焼きそば（600円）
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地域×集い 　市内に6施設あるコミュニティーレストランは、平成16年にオープンし

た「ぷらっときすみの」を筆頭に、地域に根差した料理を提供している。来

年1月末まではスタンプラリーも実施。期間中にすべての店舗を利用する※

と割引券などが当たる。※500円以上の利用

ぷらっときすみの　
　下来住町 484-2　☎62-5116
　10：00～16：00　　水曜日（祝日除く）休

　地元、来住小学校の食育授業で、ソバを栽培し食
べた児童が「こんなうまいもん、大人もやったらえ
えねん」の一言が出発点。最初は「こんな所で何が
できる？」といった意見もあったそうだが、今では、
常連客に加え、若いお客も増えるなど成功例の一つ。
スタッフの確保も順調で、課題は、期待が大きい分、
飽きられない新たな工夫が必要だということ。

コミュニティレストラン陣屋　
　王子町806-1　☎62-5051
　9：00～17：00　　不定休休

　コミセンおのを利用するサークルなどの
メンバーの方が多く利用。70種類ほどある
メニューを日替わりにして提供。できたてに
こだわりながら、待ち時間を減らして満足し
てもらえるように。食べ終わり、お客が笑顔
で店を出ていく姿が、何よりうれしいという。

きよたにいっぷく堂　
　浄谷町3294-1　☎62-2600
　10：00～ 15：00　　火・水・木曜日休

　地元営農組合が作る自然薯を使った定食
が看板メニュー。明石、神戸など市外からの
常連客がいるのに対し、地元の利用者は少
ない。スタッフは地元の住民11人。さらに
メンバーを増やすためにも、それなりの賃
金が支払えるような体制が必要だという。

12/13（日）は
「感謝祭」

おかげさまで11周年。
巻き寿司、そばを特別
価格で提供！

ざるそば（600円）

ひまわりランチ（680円）

自然薯とろろ定食（900円）

142015.12
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地方創生トピックス②

　「小野市人口ビジョン」や「小野市総合戦略」を策定（19㌻参照）するため、
アンケートを実施しました。

対象：55歳以上の市民で無作為抽出した2,000人
　　　（有効回答876件）※今年6/19～7/3

生きがいなどに関する市民調査

1. 地域活動について

取り組みたく
ない36.9％

すでに取り組んでいる30.7％

不明10.9％

　地域活動については、「取り組みたくない」

が最も多い。

　「今後必要と思われる仕組みや場所」は、

「しゃべったりくつろいだりできる場所」と

いう回答がどの年代でも多いが、「無理なく働ける仕事を紹介する仕組み」は年齢が低いほど多い。定年後、しばら

くは働きたいと考える人が多いためと考えられる。

取り組みたい21.5％

0 10 20 30 40

①しゃべったりくつろいだりできる場所

②無理なく働ける仕事を紹介する仕組み

③情報を得たり、相談できる拠点

④同じ趣味の仲間を募れる場所や仕組み

38.9
34.4

26.5
（上位4項目）

2. 今後必要と思われる仕組みや場所

17.8

0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50

75歳以上64歳以下 65～74歳

対象：小野商工会議所会員と匠工業会会員企業1,089社
　　　（有効回答370件）※今年6/19～7/3

事業所調査

（％）

（％） （％）

①
②
③
④

①
②
③
④

①
②
③
④

（％）

1. 人員確保の状況

確保できている
71.9％

不明12.4％

確保できていない
15.7％

確保できて
いる48.6％

不明39.5％

確保できていない
11.9％

2. 求人状況 （「1」で確保できていないと回答した事業所）

0 10 20 30 40 50

非正規（派遣・臨時など）
正規の社員・職員

不明

その他

採用してもすぐに辞める

募集しても応募がない

応募はあるが、求める
人材が集まらない

（％）

43.1
47.7

46.6
27.3

25.9
31.8

10.3
18.2

1.7
2.3

　人員確保の状況については、「正規の社員・職員」「非正規（派

遣・臨時・パート）」ともに、1割程度「確保できていない」状態。

その理由として、「募集しても応募がない」「応募はあるが、

求める人材が集まらない」「採用してもすぐに辞める」の順に

なっている。

正規の社員・職員

非正規（派遣など）
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１日目夜の部の始まりを告げる播磨乃国小野烈光太鼓の演奏（＝写真④）と、各地区の代表らが出演する「市民 夏の夢舞台
（＝写真①）」。フィナーレは5,000発の花火（＝写真⑤）。2日目のメーンイベントである「おの恋おどり（＝写真②③）」

　 　

今
で
は
、
５
千
発
の
花
火
や
、

県
内
最
大
規
模
の
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン

ト
「
お
の
恋
お
ど
り
」
が
実
施
で

き
る
ま
で
に
成
長
し
た
小
野
ま
つ

り（
毎
年
８
月
開
催
）。
変
化
の
き
っ

か
け
は
、「
ま
つ
り
を
変
え
よ
う
」

と
い
う
市
民
の
熱
い
思
い
。
平
成

12
年
か
ら
行
政
主
体
で
は
な
く
、

市
民
が
計
画
立
案
か
ら
運
営
ま
で

を
担
っ
た
。
よ
さ
こ
い
を
中
心
と

し
た「
お
の
恋
お
ど
り
」を
導
入
し
、

15
年
に
は
２
日
間
開
催
に
。
当
時

の
お
の
恋
お
ど
り
参
加
チ
ー
ム
は

50
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

現
在
１
２
０
チ
ー
ム
を
超
え
、
飛

躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
。

　

実
行
委
員
長
の
中
島
祐
一
さ
ん

が
、「
市
民
に
限
ら
ず
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
る
場
所
に
し
た

い
」
と
語
る
よ
う
に
、
ま
つ
り
を

支
え
る
実
行
委
員
に
は
市
外
か
ら

参
加
す
る
人
も
多
い
。
今
後
の
課

題
は
若
い
世
代
の
実
行
委
員
を
増

や
し
、
ま
つ
り
を
継
承
す
る
こ
と
。

「
一
度
経
験
し
て
み
れ
ば
、
楽
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
え
る
は
ず
」
と
新

た
な
人
の
つ
な
が
り
を
目
指
す
。

ま
つ
り
を
変
え
た
い

デザ
イン

×伝統的工芸品×教育
×
文
化
×
ま
ち
・
ひ
と
づ
くり

×農産物×地域×集
い×

夢の
実
現
×
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
×

集い×夢の実現

変革の始動から16年　まつりに夢をのせ

デザ
イン

×伝統的工芸品×教育
×
文
化
×
ま
ち
・
ひ
と
づ
くり

×農産物×地域×集
い×

夢の
実
現
×
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
×

①

②

③ ④ ⑤

120チーム
3,100人が参加

30
分
間
に
５
千
発
！

伝統的な
まつりとの
融合

関連写真などを見ることが
できます。
QRコード →

https://youtu.be/
q7DJIZFoCYo
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地方創生トピックス③

　人口の現状と将来の方向を示した「小野市人口ビジョン」と、これを実現するため
の目標と施策を示した「小野市総合戦略」を策定しました。

小野市人口ビジョン概要

　小野市の人口は、国立社会保障・人口問題研究所による

と、2060年には3万5千人まで減少すると推計されてい

ます。「小野市人口ビジョン」は、国の「まち・ひと・しご

と創生長期ビジョン」を踏まえ、今後目指すべき将来の方

向性と人口の将来展望を示すものです。

1.小野市の人口と高齢化率の現状
　2000年に5万人を超えた小野市の人口は、以後、増減

しながら、昨年に5万人を下回り、今年3月末時点で

49,495人となりました。高齢化率は2007年に20％を

超え、今年3月末時点では25.6％となっています。

2.将来目標人口を3万8千人に設定
　人口ビジョンで、「2060年に3万8千人の人口を維持す

る」との中長期展望を示しています。国や県の考えを踏ま

え、結婚や出産に対する希望や小野市に住み続けたいとい

う希望を叶えることで、人口減少に歯止めをかけ、更なる

子育て支援の充実などにより出生数の増加を促進します。

小野市総合戦略概要

　「小野市総合戦略」は、進む人口減少と超高齢社会の進展に対応するため、将来にわたる市民の幸せと活力

ある憧れのまちの実現に向けて、今後取り組む施策を策定するものです。「小野市人口ビジョン」を踏まえ、

これから5年間の基本目標などを定め、魅力あるまちづくりに取り組みます。
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総人口と高齢化率の推移
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新たな価値観の創造と輝く未来への挑戦
～Challenge and Creation to the bright future～
新たな価値観の創造と輝く未来への挑戦

～Challenge and Creation to the bright future～

基本理念
▼

総務大臣表彰「地域情報満載賞」受賞
「全国移住ナビ」コンテストで全国2位

　総務省が地方への移住を呼びかける
サイト「全国移住ナビ」上のコンテスト
で、小野市がローカルホームページ部
門（全1,700市区町村）で全国２位とな
り、総務省から地域情報満載賞を受け
ました。審査では「地域の魅力を伝える
写真が多く紹介され、ビジュアルに伝
わった」ことなどが評価されました。

総務大臣室で表彰を受ける市長（10月16日）

“希望あるまち”へ
地域産業の活性化と安定し
たしごとの創出

“子どもを生み育てたいま
ち”へ
将来を担う世代の広がり
ある未来の創出

“選ばれるまち”へ
愛着と魅力の創造によ
るひとの流れの創出

“エイジ・ルネサンス 生
涯現役のまち”へ
シニア世代が輝ける生き
がい・活躍の場の創出

“つながりのあるまち”へ
活気ある豊かで温もりあ
る地域の創出

基本理念と5つの基本目標
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小
野
市
長
を
昭
和
51
年
か
ら
３

期
12
年
務
め
た
井
上
増
吉
さ
ん
が

平
成
22
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
、

新
聞
は
「『
陸
上
王
国
・
兵
庫
』
の

礎
を
築
い
た
」
と
記
し
た
。
井
上

さ
ん
自
身
、
戦
争
で
開
催
さ
れ
な

か
っ
た
幻
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
代
表
候
補
に
選
ば
れ
た
ほ
ど
陸

上
選
手
と
し
て
の
活
躍
は
有
名
。

市
で
は
、
平
成
14
年
に
小
野
市
ス

ポ
ー
ツ
賞
の
最
高
賞
と
し
て
「
井

上
増
吉
賞
」
を
創
設
し
て
い
る
。

　

そ
の
賞
を
受
賞
し
た
陸
上
選
手

に
田
中
千
洋
さ
ん
と
小
林
祐
梨
子

さ
ん
が
い
る
。
田
中
千
洋
さ
ん
（46）

は
、
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
や
神
戸
マ

ラ
ソ
ン
で
優
勝
経
験
の
あ
る
現
役

マ
マ
さ
ん
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
有
名
。

継
承
さ
れ
る
陸
上
王
国

デザ
イン

×伝統的工芸品×教育
×
文
化
×
ま
ち
・
ひ
と
づ
くり

×農産物×地域×集
い×

夢の
実
現
×
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
×

夢の実現×トップランナー

⑤

小
林
祐
梨
子
さ
ん
（26）
は
、
女
子
１
，

５
０
０
㍍
の
日
本
記
録
保
持
者
で
、

北
京
五
輪
女
子
５
，
０
０
０
㍍
の

代
表
。
昨
年
末
に
現
役
を
引
退
し

て
い
る
。
２
人
と
も
誰
も
が
知
る

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
。

　

現
在
も
、
陸
上
王
国
の
系
譜
を

継
ぐ
新
し
い
選
手
が
登
場
。
田
中

千
洋
さ
ん
を
母
に
持
つ
田
中
希
実

さ
ん
（
西
脇
工
高
１
年
）
や
、
夏

に
女
子
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
で
全
国

制
覇
し
た
小
野
中
陸
上
部
の
メ
ン

バ
ー
ら
の
、
今
後
の
活
躍
に
目
が

離
せ
な
い
。

故・井上 増吉さん
　今のインターハイに当たる大会の4
種目（100㍍・棒高跳び・三段跳び・
走り幅跳び）で優勝。県体育協会や兵
庫リレーカーニバルなどの大会の創設
に尽力し、兵庫陸上界の土壌を作る。

田中 千洋さん
　これまでに、出場したマラソン大会は80回。目標と
している出場100回目の大会は、「娘の希実が初マラソ
ンに挑戦するころかな」と夢を膨らませる。平日は12
㌔、休日は20～30㌔練習し、レースでは、2時間○分
（○は自分の年齢）以内を目指す。今月6日にある小野
ハーフマラソンも参加。沿道の声援に応えながら走れた
らと意気込む。

小林 祐梨子さん
　昨年末に引退してから、ランニング指導や講演活動を
続けている。10月には母校の大部小学校を訪れ、6年
生にランニング指導、全校児童らを対象に講演した。指
導、講演を通して、「無理やわ」「できひん」と言わず、
苦手なことにも挑戦することの必要性と、夢を持つこと
の大切さを語る。これまでの講演で、自分の話したこと
の影響力を知る機会があり、人のいる所にはできるだけ
足を運びたいという。小野ハーフマラソンでは、大会を
支えている方にお礼を言いながら走りたいと語る。

関連写真などを見ることが
できます。
QRコード →

https://youtu.be/
Kvu9ed69ayE
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ま
た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
、
現
役
プ
ロ
野
球
選
手
が
、

ハ
ー
フ
（
21
・
０
９
７
５
㌔
）
を
約

５
㌔
ず
つ
、リ
レ
ー
形
式
で
走
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
昨
年
ご
協
力
い
た
だ
い

た
各
種
団
体
に
加
え
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
、
兵
庫
大
学
、
兵
庫
教
育

大
学
、
関
西
国
際
大
学
の
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
。

　　　

12
月
６
日
㈰
、
県
警
交
通
機
動
隊

の
女
性
隊
員
２
人
の
先
導
で
、
約
５

千
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
小
野
市
を
駆
け

抜
け
ま
す
。

　
当
日
は
、ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、

１
，
５
０
０
㍍
の
日
本
記
録
保
持
者

で
北
京
五
輪
女
子
５
千
㍍
に
出
場
し

た
小
林
祐
梨
子
さ
ん
と
、
第
３
回
神

戸
マ
ラ
ソ
ン
や
第
１
回
姫
路
城
マ
ラ

ソ
ン
で
優
勝
し
た
田
中
千
洋
さ
ん
が

参
加
し
ま
す
。

　　

12
月
24
日
㈭
か
ら
来
年
１
月
７
日

㈭
ま
で
、
中
学
生
と
高
校
生
の
運
賃
が

無
料
で
す
。

　
降
車
時
に
、
生
徒
手
帳
を
見
せ
て
く

だ
さ
い
。

「
ら
ん
♡
ら
ん
バ
ス
」か
ら
の
お
知
ら
せ

　　　　　
来
年
１
月
２
日
㈯
に
「
ら
ん
♡
ら

ん
バ
ス
」
の
ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
便
数
の
増
加
や
運
行
地

域
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
広

報
お
の
12
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
て

い
る
総
合
時
刻
表
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

12
月
６
日
に「
小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」

　飲食ブース（アルゴ東駐車場）で、市のご当地グル
メ「おの恋ホルモン焼きそば」や、各地のＢ級グルメ
が出店予定のほか、日本茶インストラクター協会に
よる日本茶の振る舞いがあります。ランナーには、
おおべの大鍋で作った豚汁を提供します。
　また、警察音楽隊によるミニコンサー
トや、おの恋おどりオフィシャルチーム
の演舞、小野南中学校マーチングバンド
によるマーチングなども予定しています。
　観覧者・応援者の皆さんへ
　駐車場は、市役所王塚西駐車場を利用してくださ
い。スタート・ゴール地点となる図書館・うるおい
交流館エクラ周辺で、温かい声援をお願いします。
　スタート時間は、ハーフマラソンが9：30、1.5㌔
が9：45、3㌔が10：00です。
【問い合わせ先】体育保健課（☎63-2591）

会場周辺でのお楽しみイベント

ダ
イ
ヤ
を
１
月
に
改
正

冬
休
み
期
間
、

中
学
・
高
校
生
は
無
料

日曜限定　観光ルート運行決定

　らん♡らんバスは、日曜限定で観光ルートの運行を始めます。
買い物などの交通手段としても利用可。コースは「自然満喫
コース」と「歴史探究コース」の2種類。観光ボランティアガイド
が同乗し、観光施設を案内します。

【運行期間】　来年1月3日（日）～6月26日（日）

【運行曜日】　日曜日

【運賃】　大人1回100円（65歳以上、小学生以下、障がい者は無料）
　　　　  1日フリーパスは200円※車内で販売

【ルートなど】10：00～15：30の間で30分ごとに（一部60　
　　　　　　 分）主要施設を循環します。

■問い合わせ先　交通政策グループ（☎63-1404）

自然満喫コース自然満喫コース
浄土寺、鴨池、白雲谷温泉ゆ
ぴかに行きます。

歴史探究コース歴史探究コース
浄土寺、ひまわりの丘公園、
広渡廃寺、好古館に行きます。

※詳細は、来月発行の広報おの１月号と一緒に配布する日曜限定観光
　ルートマップを参照。
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地
方
創
生
と
い
う
言
葉
を
何
か

魅
力
的
な
ブ
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
扱

い
、
そ
れ
を
旗
印
に
自
治
体
同
士

が
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
競
い
、
人
口

を
取
り
合
う
動
き
が
あ
る
。
そ
れ

は
誤
り
で
、
地
域
を
魅
力
的
に
す

る
の
に
重
要
な
の
は
「
人
口
」
で

は
な
く
「
人
材
」
だ
と
い
う
。
地

域
に
あ
る
資
源
を
利
用
し
、
磨
く

こ
と
が
で
き
る
の
は
「
人
」
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
だ
。
い
き
つ
く

と
こ
ろ
、地
方
創
生
は「
人
磨
き（
人

材
育
成
）」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
度
、特
集
で
地
域
の
「
誇
り
」

と
な
り
う
る
資
源
を
紹
介
し
た
。

地
元
の
人
に
は
当
た
り
前
な
こ
と

支
持
さ
れ
る
「
誇
り
」

も
外
部
の
目
で
見
る
と
そ
う
で
な

い
こ
と
が
あ
る
。
当
た
り
前
す
ぎ

て
気
付
か
な
か
っ
た
資
源
に
目
を

付
け
、
付
加
価
値
を
加
え
る
こ
と

で
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
て
い
る

例
が
全
国
各
地
に
あ
る
。

　

つ
ま
り
、「
小
野
市
は
○
○
で
有

名
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
○
○
を

作
る
こ
と
が
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
当
然
○
○
は
、

継
続
的
に
支
持
さ
れ
る
も
の
で
な

い
と
い
け
な
い
。
あ
れ
も
あ
る
、

こ
れ
も
あ
る
と
総
花
的
に
考
え
る

と
混
ざ
っ
て
無
個
性
に
な
っ
て
し

ま
う
。
限
定
で
き
る
○
○
を
見
付

け
出
し
、
活
性
化
す
る
こ
と
で
、

地
域
で
生
活
す
る
方
が
住
み
良
い

と
思
え
る
ま
ち
に…

。

神戸新聞社　
北播総局小野支局長
吉田 敦史さん

Voice　 　
「
小
野
は
何
の
町
や
」。
昨
年
２
月
、
支

局
引
き
継
ぎ
の
際
に
前
任
者
は
私
に
こ
う

問
う
た
。
私
が「
そ
ろ
ば
ん
の
町
、で
す
か
」

と
返
す
と
、
前
任
者
は
「
そ
ろ
ば
ん
と
金

物
の
町
や
」
と
力
を
込
め
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ほ
か
に
も
小
野
の
魅
力
は

た
く
さ
ん
あ
る
。
子
育
て
支
援
や
教
育
は

充
実
し
、
都
市
機
能
も
着
実
に
高
ま
っ
て

い
る
。
私
が
着
任
し
て
か
ら
は
防
災
セ
ン

タ
ー
や
市
民
交
流
ホ
ー
ル
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
、
警
察
署
が
建
っ
た
。
浄
谷
黒
川
丘

陵
地
の
活
用
や
小
野
長
寿
の
郷
構
想
も
進

む
。
そ
れ
ら
も
住
民
の
満
足
度
に
つ
な
が

る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
小
野
の
魅
力
と
し
て
守
り
、

磨
く
べ
き
は
、
握
り
ば
さ
み
職
人
が
た
だ

一
人
受
け
継
ぐ
技
術
や
、
そ
ろ
ば
ん
産
地

小
野
市
固
有
の
資
源
を
磨
い
て
ほ
し
い

と
し
て
の
歴
史
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

若
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
奮
闘
で
、
小
野
の

家
庭
用
刃
物
は
外
か
ら
評
価
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
）
観

光
で
は
「
マ
イ
そ
ろ
ば
ん
」
作
り
な
ど
小

野
市
な
ら
で
は
の
体
験
が
観
光
資
源
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

地
元
の
市
民
や
行
政
は
そ
の
価
値
を
正

当
に
評
価
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
ー
。
地

域
の
輝
く
人
材
を
つ
な
ご
う
と
す
る
今
回

の
特
集
か
ら
、
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読

み
取
っ
た
。

　

地域資源を磨いてブランドに

移住者に聞く！

ヨコヤマ法律事務所
弁護士　横山 英一さん

Voice

　平成23年9月、市内に弁護士事務所を

開設するにあたり、尼崎市からの移住を

決意された横山英一さん（43）。大阪で働

いていた時に、地方で独立したいという

思いから「家族が住みよい」「仕事のでき

る所」を条件に、関西エリアで情報収集。

「子育て支援が充実しているまち」として

小野市にたどり着いたという。「神戸や大

阪には、1時間で行

けるし、自然を求め

て北を向けば篠山も

近いし、ここは便利。

ひまわりの丘公園や

アルゴのプール、ひ

まわり市民農園も利

用している」と、まさ

に小野市を満喫され

ている。

　

理学療法士・言語聴覚士
おぐら おさむさん

　11年くらい前から市の介護予防事業に

協力されているおぐらおさむさん（55）。

「当時から、小野市は介護予防に前向き

に取り組んでいた印象があった」と言い、

自分が50歳を超えたころに、「このまま

高齢になったときに今住んでいる所（神戸

市西区）が住みやすいのか」と自問したら、

コミュニティーの残

る小野市が良いと考

えたという。別に住

んでいた親を呼ぶこ

とも想定の上、4年前

に小野市へ。「これか

らは、住民の１人と

して、地域おこしに

携わっていきたい」

と意欲的だ。

←撮影中の吉田記者（13㌻で紹介したイチジク畑で）



お気軽にご相談ください。 相談日が祝日や年末年始と重なるときは、休ませていただく場合があります。

相 談 名 相 談 日 時 相 談 場 所 相 談 内 容 担当課（電話番号）

一

般

相

談

障
が
い
者
相
談

子

ど

も

相

談

女
性
相
談

市民サービス課相談室
生活上の問題・行政に関する相談

弁護士による法律的な解釈が
必要な問題など

コミセンおの302号室

コミセンおの205号室

生活環境グループ

人権に関すること

商品や契約の苦情に関する問題

介護・認知症に関する相談など

うるおい交流館エクラ
事務室

北播磨総合医療センター
地域医療連携室 相談室

生活上の問題

福祉事務所相談室

福祉事務所相談室
（障がい者虐待防止センター）

生活上の悩みなどの母子・父子
家庭の自立に向けた相談

女性看護師による
「医療に関する悩み」など

市民安全部
ヒューマンライフグループ

いじめ、虐待、DV、セクハラなど
いじめ相談

王子交番2階
（旧小野警視派出所） 法律問題全般に関すること

子どもの健康・栄養・発達に
関すること

体のこと・性のこと

適応教室 不登校に関して、電話と面接相談
で応じます

来住保育所
（小野市地域子育て支援センター） 乳幼児の子育ての悩みなど

うるおい交流館エクラ
相談室

女性が抱えるさまざまな問題
※託児可能（要予約・無料）

保健センター

福祉総合支援センター
研修室 日々の暮らしの悩み・心配ごと

福祉総合支援センター 障がい者（児）の日常生活に
おける相談

障がい者の虐待など

福祉事務所相談室 家庭環境、子育ての悩みなど
（養護、虐待など）

子育てに関すること

特に発育・栄養に関すること
児童館チャイコム

①福祉総合支援センター
②福祉事務所相談室

福祉総合支援センター

バリアフリー化など住宅改造に
関すること

市民サービス課
63-1013

いじめ・人権グループ
63-1243

生活環境グループ
63-1686

地域包括支援センター
63-2174

社会福祉協議会
63-2575

社会福祉課
63-1011 FAX63-1204
（夜間休日）

63-1000 FAX63-1196

63-1000（内線840・841）

子育て支援課
63-1645

児童館チャイコム
62-7020

健康課
63-3977

来住保育所
62-8428

男女共同参画センター
相談専用電話
63-8250

国際交流協会事務局
62-6763

いじめ・人権グループ
62-4110

小野交通安全協会事務局
62-1410

法　　律
市民・行政

要予約

人　　権

消費生活

高齢者総合相談

心配ごと相談

障がい者総合相談

虐待通報・
相談窓口

精神障がい者

児　　童

子育て電話相談

にこにこ
子育て相談
子育て

安心ダイヤル
思春期

ホットダイヤル

不登校相談

子育て相談

いじめ等相談窓口
（ONOひまわりほっとライン）

法 律 相 談

外国人生活相談

女性のための相談

女性のための医療
専門相談

面接相談は要予約

母子・父子自立相談
要予約

要予約

要予約

税 務 相 談 第2庁舎第1会議室 税金に関すること
近畿税理士会・
社支部事務局  
63-6063

子育て支援課
63-1645

北播磨総合医療センター
88-8800（内線3120）

適応教室
63-4175

月～金曜日
9：00～17：00

12月9日（水）・16日（水）
13：30～16：00

12月3日（木）・17日（木）
13：00～16：00
※受付は15：30まで

12月18日（金）
13：30～15：30

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～17：00
火・木曜日

9：00～12：00

月～金曜日
9：00～17：00

1２月18日（金）
13：00～15：00
月～金曜日
9：00～17：00
月～土曜日

10：00～17：00
12月2日（水）
9：45～11：00

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
13：00～17：00
月～土曜日
9：00～16：00

木曜日

月～金曜日
9：00～17：00

木曜日
13：30～16：00

水曜日
13：00～16：00

月～金曜日
9：00～17：00

毎月第1土曜日
13：00～16：00

①高齢介護課（63-1060）
②社会福祉課（63-1011）

要予約住宅改造
①高齢者向け
②障がい者向け

（電話相談）　9：30～11：30
（面接相談）13：00～16：00

月～金曜日
9：00～17：00
（虐待通報は夜間、
休日も対応します。）

（1日の9時から）

西庁舎会議室 農地に関すること 農業委員会
63-2266要予約農 地 1月13日（水）

10：00～15：00

コミセンおの304号室 日常生活上での悩みごと知的障がい者

身体障がい者
社会福祉課障がい福祉係
63-1011

1月1７日（日）
10：00～12：00
1月２8日（木）
10：00～12：00

障がい者地域生活・
相談支援センター

特設人権

相談窓口

23 2015.12

12月10日（木）
10：00～15：30

subject

生活情報トピックス 生活環境グループ（☎63-1686）

家庭・暮らしナビ

今さら聞けない !?

健康課編 Ｑ＆ＡＱ＆Ａ

222015.12

歯に生活習慣病があるって本当？

　歯の生活習慣病を「歯周病」といいます。歯周病
は、歯垢（プラーク）に含まれる細菌が原因で、歯
肉に炎症を起こす病気です。進行すると、歯肉が
腫れ、歯がぐらつき、最終的には歯が抜け落ちて
しまう可能性があります。歯周病は、日ごろの歯
磨きや定期検診で予防、治療することができます。

■歯周病から歯を守る歯磨きのポイント
①歯ブラシの毛先が広がらない程度の軽い力で。
②自分で磨く順番を決めて、磨き残しがないよう
　に順序よく。
③歯ブラシを小刻みに動かし、1本ずつ丁寧に。
④歯磨き剤の使用は、歯ブラシの毛先半分程度に
　して、つけすぎないようにする。

⑤歯ブラシの交換時期の目安は、約1か月。毛先が
　開くと、歯垢を取り除く力が弱まるため、早め
　に交換しましょう。
※これらを実践していても、歯と歯の間には歯ブ
　ラシが届きにくい場所があります。糸ようじな
　どの歯間部清掃用具を使うと、歯垢が取り除き
　やすくなります。
■歯周疾患検診（集団）のお知らせ
【日時】来年2月5日（金）
　　　   9：30～11：30、13：00～15：00
【対象】20歳以上の方　
【定員】各回20人
【料金】無料　　【場所】福祉総合支援センター
■申し込み先　　健康課（☎63-3977）

■例外となる焼却
　法律で例外として認められる焼却行為は、次の
とおりです。
○農業、林業または漁業を営むためにやむを得な
　いものとして行われる廃棄物の焼却。（例 : 焼き
　畑、畦焼きなど）
○風俗慣習上または宗教上の行事をするために必
　要な焼却。（例 : とんど焼き、お焚き上げなど）
○たき火や、その他日常生活を営む上で行われる
　焼却で、軽微なもの。
■お願い
　例外として認められた野外焼却でも、風の向き
や強さ、時間帯などを十分考慮のうえ、できるだ
け少ない焼却量にとどめてください。
　快適な住環境づくりのため、皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。

　ごみや不要なものを野外で焼却することは、
『廃棄物の処理及び清掃に関する法律』で、一部
の例外を除いて禁止されています。
　野外焼却により、「洗濯物に臭いがつく」など周
囲の迷惑となる恐れがあるほか、ダイオキシンな
どの有害物質が発生する原因にもなります。
　ドラム缶や簡易焼却炉を用いた焼却も認められ
ていませんので、注意してください。
■違反者に罰則
　法律に違反し、野外焼却をし
た場合、5年以下の懲役もしく
は1千万円以下の罰金または、
その両方が科せられます。

やめよう屋外焼却
一部の例外を除き法律で禁止
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◯63

券
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
期
限　

12
月
25
日
㈮

▼
応
募
方
法　

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

応
募
は
、
１
枚
に
つ
き
３
人
ま
で
。

代
表
者
以
外
の
方
は
、
氏
名
の
み
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
事
業
実
行
委

員
会
事
務
局（
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
）

　

〒
６
７
５

－

１
３
８
０　

小
野
市
王
子

町
８
０
６
番
地
の
１

　
（
☎　

１
０
６
０
・　
　

２
７
３
５
）

　

パ
ー
テ
ィ
ー
の
メ
ー
ン
で
も
あ
る
「
サ

ン
・
ス
テ
ー
ジ
（
桂
文
枝
さ
ん
と
参
加

者
代
表
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
）」
の
一

般
の
観
覧
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時　

来
年
２
月
３
日
㈬
13
時
50
分

〜
16
時

▼
場
所　

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

　

エ
ク
ラ
ホ
ー
ル

▼
料
金　

無
料

▼
内
容　

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
／
「
サ
ン
・
ス
テ
ー
ジ
」

▼
対
象　

市
内
在
住
の
方

▼
募
集
人
数　

２
５
０
人
程
度

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選

者
（
代
表
者
）
に
、
は
が
き
で
参
加

桂
文
枝
さ
ん
の「
サ
ン
・
ス
テ
ー
ジ
」観
覧
者
募
集

エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
２
０
１
６

募集

※

活
動
の
合
間
に
、
サ
ン
・
ス
テ
ー
ジ

を
観
覧
で
き
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

10
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
対
象　

市
内
在
住
の
シ
ニ
ア
世
代
の

方
。エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・パ
ー
テ
ィ

経
験
者
歓
迎
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法　

12
月
25
日
㈮
ま
で

に
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
事
業
実
行

委
員
会
事
務
局
（
☎　

１
０
６
０
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

シ
ニ
ア
世
代
の
パ
ワ
ー
を
小
野
市
の

た
め
に
！　

パ
ー
テ
ィ
ー
の
お
手
伝
い

が
で
き
る
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

▼
活
動
日
時　

来
年
２
月
３
日
㈬
10

時
〜
16
時
30
分
（
予
定
）

※

昼
食
は
各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
場
所　

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

▼
内
容　

受
付
、
会
場
整
理
、
駐
車

場
整
理
な
ど

パ
ー
テ
ィ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

◯64

◯63

り
、
カ
ー
ド
を
提
供
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
０
１
２
０

－

９
５

－

０
１
７
８
）

※

９
時
30
分
〜
22
時
（
土
・
日
・
祝
日

は
17
時
30
分
ま
で
・
年
末
年
始
除
く
）

　

市
内
に
住
民
票
の
あ
る
す
べ
て
の
方

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
通

知
カ
ー
ド
を
11
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
来
年
１
月
か
ら

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
の
行
政
手

続
き
で
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
通
知

カ
ー
ド
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
◆

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
来
年
１
月
か
ら

社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
分
野
で

利
用
が
始
ま
り
ま
す
。
た
だ
し
、
法
律

や
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
定
め
ら
れ

た
行
政
手
続
き
の
み
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

◆
こ
ん
な
場
面
で
利
用
し
ま
す
◆

・
勤
務
先
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示
し
、

平
成
28
年
分
以
後
の
所
得
に
関
す
る

源
泉
徴
収
票
な
ど
に
記
載
し
ま
す
。

・
平
成
29
年
以
後
の
確
定
申
告
書
（
平

成
28
年
分
以
後
の
所
得
）
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
記
載
し
ま
す
。

・
児
童
手
当
の
申
請
の
際
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
提
示
し
、
申
請
書
な
ど
に
記

載
し
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
の
際
の
注
意
◆

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

使
用
す
る
番
号
で
す
。
行
政
手
続
き
の

た
め
に
提
示
す
る
場
合
を
除
き
、
む
や

み
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
他
人
に
教
え
た

来
年
１
月
か
ら
利
用
が
始
ま
り
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

案内

○年金の受給請求（共済組合）
○雇用保険の資格取得や確認、給付
○医療保険の給付請求
○福祉分野の給付　　　　○妊娠の届出

○税務署に提出する確定申告書、届出書、法定調書などの届出
○都道府県・市町村に提出する申告書、給与支払報告書などの届出
※平成28年分以後の所得の申告書などから必要

○被災者生活再建支援金の給付
○被災者台帳の作成事務
    

マイナンバーが必要となる主な行政手続き  ※現時点分　野

社会保障

税

災害対策

エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン

ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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information

※「i広報紙」は株式会社ホープが運営するアプリです。アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとの負担となります。
※広告が表示されますが、小野市とは関係ありません。

簡単な操作で、いつでもどこでも
広報紙をチェックできるアプリ
「ｉ広報紙」。ぜひ、
ダウンロードして
ご利用ください。

「広報おの」をスマホで読みませんか？ 【問い合わせ先】
市民サービス課（☎63-1013）

年末年始の市役所業務など

※1　死亡届は8：45～17：15、その他は24時間いつでも受付。　　※2　土・日・祝日は8：00～
※3　救急診療についてはこの限りではありません。　　　　　　    ※4　ごみの収集は、ごみカレンダーのとおりです。

28　   29　 30　 31　 1　　2　　3　　4
（月）      （火）      （水）       （木）     （金）      （土）    （日）      （月）

12月　　　　　　　　　1月

「休み」

市役所窓口業務 　　　　　　　　　　　　　　8:45 ～ 17:15
　出生・死亡・婚姻など戸籍の届出は、年末年始も管理人室で受付※1

市総合体育館（アルゴ）※2 　　　　　　　9:00 ～ 22:00（受付 21:00）
大池総合公園（野球場・陸上競技場）※2 
　　　　　　野球・陸上 9:00 ～ 17:00 ／テニス 9:00 ～ 22:00（受付 21:00）
匠台公園体育館（おのアクト）・榊公園（野球場）※2 
 　　　　　 　　　　9:00 ～ 22:00（受付 21:00）
こだまの森（グラウンドゴルフ場）　 　　　　8:30 ～ 17:00（受付 16:00）
河合運動広場※2 　　　　　 　　　　9:00 ～ 22:00（受付 21:00）
八ヶ池龍翔ドーム※2 　　　　 　 　　　　　　　9:00 ～ 22:00（受付 21:00）
市民会館・各コミセン・市民研修センター 　　　 9:00 ～ 22:00
図書館 　　　　　　　　　　　　　 10:00 ～ 18:00
あお陶遊館アルテ 　　　　　日～木9:00 ～ 17:00（金・土は 22:00）
児童館チャイコム 　　　　　　　　　　　　 　 9:30 ～ 17:30
うるおい交流館エクラ 　　　　　　　9:00 ～ 22:00（スタジオは 24:00）
好古館 　　　　　　　　　　　　 　　 9:30 ～ 17:00
広渡廃寺跡歴史公園ガイダンスホール　　　　　 　  9:00 ～ 17:00
伝統産業会館 　　　　　　　　　　　　　    9:00 ～ 17:00
白雲谷温泉ゆぴか 　　　　　　　　　10:00 ～ 22:00（受付 21:30）
北播磨総合医療センター※3 
ごみの収集※4 
し尿の汲み取り 
小野クリーンセンター 　　　　　　　　　　　　　　 8:30 ～ 16:30
一般廃棄物最終処分場 　　　　　　　　　　　　　    8:30 ～ 16:30
小野加東斎場「湧水苑」（火葬業務）　　　 　　　        受付 8:45 ～ 17:15
らん♡らんバス

施　設　名　称

10:00～23:00

8:30～11:30

※㈱ホープ調べ

のご利用を
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異
な
り
ま
す
。

《
75
歳
に
な
る
方
》

　

有
効
期
限
は
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日

に
な
り
ま
す
。
誕
生
日
か
ら
有
効
の
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
は
随
時
発

送
し
ま
す
。

《
退
職
保
険
証
で
65
歳
に
な
る
方
》

　

有
効
期
限
は
65
歳
の
誕
生
日
の
月
の

月
末
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
前
日
）
で
す
。

新
し
い
一
般
保
険
証
は
随
時
発
送
し
ま

す
。

◆
新
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
◆

　

12
月
１
日
か
ら
医
療
機
関
で
受
診
さ

れ
る
際
は
、
新
し
い
保
険
証
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、有
効
期
限
切
れ
の
保
険
証
（
紫

色
）
は
回
収
し
ま
せ
ん
。
12
月
１
日
以

降
に
各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
保
税
に
滞
納
が
あ
る
場
合
◆

　

国
保
税
に
滞
納
が
あ
る
世
帯
の
保
険

証
は
、
そ
の
世
帯
の
滞
納
状
況
に
よ
り

有
効
期
限
が
短
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

窓
口
交
付
の
対
象
者
に
は
別
途
通
知
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
民
健
康
保
険
係

　
（
☎　

１
４
６
９
）

　

国
保
加
入
者
の
保
険
証
を
、
12
月
１

日
に
更
新
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
11
月
上
旬
か
ら

１
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
世
帯
主
の
方

あ
て
に
特
定
記
録
郵
便
で
送
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
黄
緑
色
の
カ
ー
ド

型
で
、
１
人
に
つ
き
１
枚
）

　

な
お
、
75
歳
以
上
の
方
に
は
、
７
月

下
旬
に
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

を
送
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
送
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
◆

　

保
険
証
の
記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
市
民
課
窓
口

で
国
保
を
辞
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

新
し
い
保
険
証
と
今
ま
で
使
わ
れ
て
い

た
国
民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
が
な
い
と
、

国
保
に
加
入
し
た
ま
ま
と
な
り
、
重
複

し
て
保
険
税
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

◆
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
◆

　

保
険
証
の
有
効
期
限
は
来
年
11
月
30

日
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
、
有
効
期
限
が

新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

案内

◯63
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○
申
し
込
み
さ
れ
た
月
分
か
ら
納
付
が

必
要
で
す
。
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
市
民
係
（
☎　

１
０
１
６
）

　

月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
、

国
民
年
金
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て
納
め

る
こ
と
で
、
将
来
受
け
取
る
国
民
年
金

額
を
増
や
せ
ま
す
。

▼
対
象　

第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業

者
・
学
生
・
無
職
の
方
な
ど
で
、
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
）
や
、
任
意

加
入
被
保
険
者

※

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
や
、

そ
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
第
３
号
被

保
険
者
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し

て
い
る
方
、
国
民
年
金
保
険
料
を
免

除
申
請
し
て
い
る
方
は
、
加
入
で
き

ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他

○
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
影
響
を
受
け
な
い

た
め
、
定
額
で
受
け
取
れ
ま
す
。

付
加
年
金
で
年
金
受
給
額
を
増
や
せ
ま
す

年
　
金

案内

別
便
・
そ
の
他
年
金
に
関
す
る
相
談

な
ど
に
応
じ
ま
す
。

▼
予
約
申
し
込
み
時
確
認
事
項

　

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
基
礎
年

金
番
号
・
電
話
番
号
・
相
談
内
容

▼
予
約
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

市
民
課
市
民
係
（
☎　

１
０
１
６
）

▼
日
時　

12
月
22
日
㈫
10
時
〜
15
時
30
分

▼
場
所　

伝
統
産
業
会
館
２
階

※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。（
12
月
１
日
㈫

〜
18
日
㈮
受
け
付
け
・
電
話
で
も
可
）

▼
内
容　

明
石
年
金
事
務
所
の
職
員
ら

が
年
金
請
求
手
続
き
・
ね
ん
き
ん
特

12
月
22
日
　
年
金
相
談
に
お
越
し
を

年
　
金

案内

付加年金額は
200円×付加保険料納付済月数

付加保険料を10年間納めた場合
400円×10年（120月）＝48,000円

１年間に受け取る付加年金
200円×10年（120月）＝24,000円（年額）

２年間受給すると納付した付加保険料と
同額となり、その後はお得です。

例
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information
　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
裏
面
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
、
顔
写
真
付

き
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
入
っ
た
カ
ー
ド
で
す
。

　

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
と
同
様

に
、
公
的
な
本
人
確
認
書
類
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
）

の
電
子
申
請
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
住
民

票
な
ど
の
証
明
書
が
取
得
で
き
る
コ
ン

ビ
ニ
交
付
（
来
年
６
月
以
降
開
始
予
定
）

で
利
用
で
き
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
希
望
す
る
方
は
、

以
下
の
方
法
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
10
回

目
の
誕
生
日
（
未
成
年
者
は
５
回
目
の

誕
生
日
）
ま
で
で
、
初
回
発
行
手
数
料

は
無
料
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

○
個
人
番
号
カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０

－

７
８
３

－

５
７
８

※

８
時
30
分
〜
22
時
（
土
・
日
・
祝
日

は
９
時
30
分
〜
17
時
30
分
。
年
末
年

始
を
除
く
）

○
市
民
課
市
民
係
（
☎　

１
０
０
５
）

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」の
申
請
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

◯63

案内

　

現
在
運
用
中
の
住
基
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
電
子
証
明
書
の
発
行
は
12
月
22
日

㈫
で
終
了
し
ま
す
。

　

来
年
１
月
以
降
、
電
子
証
明
書
の
有

効
期
限
が
切
れ
る
方
は
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
交
付
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
来
年
の
確
定
申
告
（
ｅ‐

Ｔ

ａ
ｘ
）
に
使
用
す
る
た
め
に
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
交
付
を
希
望
さ
れ
て
も
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
作
成
に
時
間
が
か

か
り
、
確
定
申
告
の
期
間
に
交
付
さ
れ

な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
た
確
定

申
告
を
新
規
に
さ
れ
る
方
や
、
現
在
お

持
ち
の
住
基
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
が

確
定
申
告
ま
で
に
有
効
期
限
が
切
れ
る

方
は
、
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
が
、
住

基
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
電
子
証
明
書
の

住
基
カ
ー
ド
向
け
電
子
証
明
書
の
発
行

電
子
証
明
書

案内

◯63

ス
テ
ッ
プ
１

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
書
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
簡
易
書
留

で
届
い
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

と
一
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

顔
写
真
を
張
り
、
返
信
用
封
筒
に
入
れ

て
投
函
し
ま
す
。

※

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
も
で
き
ま
す
。

（
↘
）

　

来
年
１
月
以
降
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
交
付
準
備
が
整
い
次
第
、
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

　

市
民
課
窓
口
で
本
人
確
認
が
で
き
、

暗
証
番
号
を
設
定
さ
れ
た
方
に
、
カ
ー

ド
を
交
付
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
２

ス
テ
ッ
プ
３

個人番号カード交付申請書（裏）

▶
通
知
カ
ー
ド

▶
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

※

通
知
カ
ー
ド
と

住
基
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
）

は
、
受
け
取
り

の
際
に
返
納
し

て
く
だ
さ
い
。

発
行
を
受
け
る
こ
と
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。（
発
行
は
12
月
22
日
ま
で
）

▼
申
請
方
法　

市
民
課
窓
口
に
住
基

　

ド
と
印
か
ん
（
認
印
）
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※

住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

は
、
先
に
住
基
カ
ー
ド
を
取
得
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

顔
写
真
な
し
の
住
基
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
は
、他
の
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
な
ど
の
写
真
付
き
身
分
証

明
）
が
必
要
で
す
。

▼
手
数
料　

５
０
０
円

▼
有
効
期
間　

電
子
証
明
書
発
行
日
か

ら
３
年
間

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課
市
民
係
（
☎　

１
０
０
５
） カ

ー
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▼
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

個
人
ま
た
は
主
な
事
業
所
が
市
内
に

あ
る
法
人
で
、
新
製
品
を
企
画
・
開

発
し
、
自
ら
の
製
品
と
し
て
出
荷
す

る
方
（
食
品
に
関
す
る
製
品
は
除
く
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
創
造
課
商
工
振
興
係

　
（
☎　

１
９
２
８
）

　

新
製
品
の
研
究
と
開
発
を
目
的
と
し

て
新
殖
産
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
新
製
品
の
申
請
者
に

は
、
認
定
書
と
助
成
金
を
交
付
。
ま
た
、

認
定
品
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
な
ど

す
る
た
め
、
自
社
の
製
品
・
技
術
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

12
月
１
日
㈫
〜
25
日
㈮

▼
申
し
込
み
方
法　

産
業
創
造
課
備
え

付
け
の
新
殖
産
品
認
定
申
請
書
に
、

申
請
製
品
を
添
え
て
提
出
く
だ
さ

い
。（
申
請
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

〝
し
ん
せ
ん
お
の
ブ
ラ
ン
ド
２
０
１
６
〞新
殖
産
品
募
集

産
　
業

募集

◯63

　

年
末
は
、
忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
の
機

会
が
多
く
な
る
こ
と
に
加
え
、
師
走
特

有
の
慌
た
だ
し
さ
か
ら
、
交
通
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
通
り
慣
れ
た
い
つ

も
の
道
で
も
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
確
実

に
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
外

出
時
に
は
明
る
い
服
装
を
心
掛
け
、
夜

光
反
射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
12
月
中
に
あ
っ
た
人
身
事
故
は

９
件
で
、
う
ち
６
件
が
出
合
い
頭
の
衝

突
事
故
で
し
た
。
交
差
点
で
の
安
全
確

12
月
１
日
〜
10
日
は
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
期
間

交
通
安
全

案内

◯63

認
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
◆

【
最
重
点
項
目
】

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
安
全

【
重
点
項
目
】

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

②
後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

③
自
転
車
の
交
通
安
全

④
夕
暮
れ
時
の
交
通
安
全

▼
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
安
全
グ
ル
ー

プ
（
☎　

１
２
７
３
）

前回の最優秀認定品
「根引き鋏」
㈲吉岡刃物製作所

無色透明の水道水に
 色がついている？

浴槽などが青くなっている？

　浴槽や洗面台などの一部が青色に変色すること
があります。これは多くの場合、銅管を使用した
給湯器などから溶け出した銅イオンと、身体から
出た皮脂や石けんの脂肪分とが反応して生じた「銅
石けん」が、さらに空気中の酸素や炭酸ガスと反
応して青くなったもの。水道水に異常があるわけ
ではありません。
　「銅石けん」は、長期間放置すると固着します。
浴室や洗面所などはこまめに掃除し、湯垢などが
残らないようにしましょう。

白く濁っている？

　水道水をくんだとき、白濁していても、下の方
から徐々に透明になる場合は、空気の気泡による
ものです。工事などによる空気の混入や、給湯器
での加熱で発生することがあります。

白い（緑白色）の異物が出る？

　白や緑白色の小さな異物が、水道水の中にふわ
ふわと浮いている場合があります。
　これはシングルレバー混合水栓のフレキホース
や蛇口の先が伸びるシャワーヘッドタイプのイン
ナーチューブに使用されている内面塗膜が劣化し
てはがれたものです。フレキホースを交換すると
流出しなくなります。

赤茶色に濁っている？

　水道管は色々な部材を使用しており、その中の
鉄が腐食し鉄サビが発生します。配管工事や漏水、
消火栓から大量の放水があった後などは、水圧や
水量などが急激に変化し、配管内の鉄サビが出て
くる場合があります。
　このような場合は、しばらく水を流してからご
利用ください。なお、鉄は人体への吸収率が低く、
少量の鉄サビを含んだ水を誤って飲んでも、大部
分が排出されるため、心配ありません。

問  水道お客様センター（☎63‐1012）
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information
　

来
年
１
月
１
日
時
点
で
存
在
し
な
い
建

物
は
、
来
年
度
以
降
の
固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
中
に
建
て

替
え
・
老
朽
化
な
ど
で
建
物
を
取
り
壊
さ

れ
た
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

家
屋
滅
失
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

税
　
金

案内

築
を
含
む
）
ま
た
は
購
入
し
よ
う
と

す
る
方

※

住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り
換
え
に
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

③
融
資
金
の
返
済
能
力
が
十
分
に
あ
る
方

④
申
し
込
み
時
の
年
齢
が
満
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
（
た
だ
し
、
完
済
時

の
年
齢
が
満
76
歳
未
満
の
方
）

⑤
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑥
取
扱
金
融
機
関
の
指
定
す
る
保
証
機

関
の
保
証
が
受
け
ら
れ
る
方

▼
担
保　

原
則
と
し
て
融
資
す
る
建
物

お
よ
び
そ
の
土
地
に
、
第
１
順
位
の

抵
当
権
を
設
定
し
ま
す
。

▼
融
資
時
期　

取
扱
金
融
機
関
で
決
定

し
ま
す
が
、
原
則
、
担
保
物
件
に
抵

当
権
を
設
定
し
た
後
に
な
り
ま
す
。

▼
返
済
方
法　

融
資
の
翌
月
か
ら
元
利

均
等
月
賦
返
済
と
な
り
ま
す
。（
ボ
ー

ナ
ス
償
還
併
用
も
可
能
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
創
造
課
商
工

振
興
係
（
☎　

１
９
２
８
）

　

近
畿
労
働
金
庫
北
播
支
店

　
（
☎
０
７
９
５

－

２
３

－
５
５
５
１
）

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
勤
労
者
の
皆
さ

ん
が
、
市
内
に
住
宅
を
建
築
・
購
入
さ

れ
る
場
合
、「
小
野
市
勤
労
者
住
宅
資

金
融
資
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

市
と
近
畿
労
働
金
庫
が
提
携
し
、
低

金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
返
済

の
期
間
中
は
利
率
が
変
わ
ら
な
い
固
定

金
利
で
、資
金
計
画
が
立
て
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
融
資
利
率　

固
定
金
利 

年
１
・
92
％

▼
融
資
限
度
額　

２
，
０
０
０
万
円
以

内
（
新
築
・
住
宅
購
入
・
増
改
築
と
も
）

▼
融
資
期
間　

35
年
以
内
（
新
築
・
住

宅
購
入
・
増
改
築
と
も
）

▼
受
付
期
間　

先
着
順
で
受
け
付
け
し
、

公
募
予
定
額
に
達
し
た
時
点
で
締
め

切
り
ま
す
。

▼
融
資
を
受
け
ら
れ
る
方　

次
の
①
〜

⑥
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
居
住
し
て
１
年
以
上
の
方
で
、

同
一
事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務
し
て

い
る
勤
労
者
（
事
業
主
や
家
族
従
業

者
は
除
く
）、
ま
た
は
市
内
に
居
住

し
て
１
年
未
満
の
方
や
、
現
在
、
市

外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
で
、
同
一

事
業
所
に
３
年
以
上
引
き
続
き
勤
務

し
て
い
る
勤
労
者

②
市
内
に
自
己
の
住
宅
を
建
築
（
増
改

勤
労
者
に
住
宅
資
金
を
融
資
し
ま
す

融
　
資

案内
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個
人
住
民
税
の
納
付
は
特
別
徴
収
で

税
　
金

案内

ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
、
毎
月
、

市
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
法
令
で
所
得
税
の
源
泉

徴
収
を
行
う
す
べ
て
の
事
業
主
に
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
事
業
主
の
メ
リ
ッ
ト　

税
額
計
算
を

市
が
行
う
た
め
、
所
得
税
の
よ
う
に

税
額
を
計
算
し
た
り
年
末
調
整
を
し

た
り
す
る
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

▼
従
業
員
の
メ
リ
ッ
ト　

年
10
回
納
付

す
る
普
通
徴
収
に
比
べ
、
毎
月
の
給

与
天
引
き
（
年
12
回
）
に
な
る
た
め
、

１
回
当
た
り
の
納
付
額
が
少
な
く
て

済
む
▽
金
融
機
関
な
ど
に
出
向
く
手

間
が
な
く
な
る
▽
納
付
忘
れ
を
防
げ

る
▼
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民
税
係

　
（
☎　

１
０
０
０　

内
線
５
８
３
・

　

５
８
４
）

　

県
と
県
内
す
べ
て
の
市
町
は
、
連
携

し
て
特
別
徴
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
促
進
◆

　

従
業
員
な
ど
に
給
与
の
支
払
い
を
し

た
事
業
主
は
、
地
方
税
法
の
規
定
で
個

人
住
民
税
に
係
る
給
与
支
払
報
告
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象　

前
年
中
に
従
業
員
な
ど
（
ア

ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
・
役
員
な
ど
を

含
む
）
に
給
与
を
支
払
い
、
所
得
税

の
源
泉
徴
収
事
務
を
行
っ
た
す
べ
て

の
法
人
、
個
人
事
業
主

▼
提
出
先　

従
業
員
な
ど
の
１
月
１
日

時
点
の
住
所
地
の
市
町
村

▼
提
出
期
限　

来
年
２
月
１
日
㈪

▼
提
出
書
類　

給
与
支
払
報
告
書
（
総

括
表
・
個
人
別
明
細
書
）

◆
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の
推
進
◆

　

特
別
徴
収
と
は
、
従
業
員
の
給
与
か

◯63

※

適
正
課
税
の
た
め
に
、
随
時
、
現
地

　

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

　

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産
税
係

　
（
☎
　
１
６
８
９
）

◯63



暮
ら
し
の
情
報
▼

税・年
金・保
険

福
　
祉

ま
ち
・
産
業

ス
ポ
ー
ツ

健
　
康

そ
の
他
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information

おの検定チャ
レンジ

小学校漢字　　18級～スーパー級
中学校漢字　　  6級～スーパー級
小学校計算　　18級～1級
中学校計算　　  9級～1級
中学校英語　　11級～1級
スピード計算　初級・中級・上級
音読　　　　　　  初級・中級・上級

検定部門

※各級の合格者（80点以上）には認定証を交付。

12月20日（日）
13：30～16：30

いきいき社会創造課（☎63-2445）

場　　所 図書館2階　研修室（１）
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information

（10月末時点）
平成27年火災統計

火災種別

建物火災

林野火災

車両火災

計

前年同時期

件数

9

1

0

3

13

18

※

雑
草
・
廃
材
な
ど
の
火
災

その他火災※

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
で
す
。
暖
房
器
具
を
使
う
機

会
が
増
え
ま
す
の
で
、
安
全
な
取
り
扱

い
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
や
こ
た
つ
の
中
で

洗
濯
物
を
乾
か
さ
な
い

　
　

洗
濯
物
が
落
下
し
て
ス
ト
ー
ブ
に

接
触
し
た
り
、
こ
た
つ
の
ヒ
ー
タ
ー

部
に
接
触
し
た
り
す
る
と
熱
が
蓄
積

し
火
災
と
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

○
寝
る
と
き
は
、
必
ず
電
源
を
切
る

　
　

暖
房
器
具
を
つ
け
た
ま
ま
寝
る
と
、

布
団
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
に
接
触
し
て

火
災
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

暖
房
器
具
を
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

消防

◯63

○
使
い
始
め
る
と
き
に
清
掃
を
行
い
、

安
全
点
検
を
行
う

　
　

電
源
プ
ラ
グ
や
電
源
コ
ー
ド
の
異

常
か
ら
出
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

長
期
間
に
わ
た
っ
て
使
い
続
け
て
い

る
暖
房
器
具
は
、
定
期
的
に
清
掃
や

点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課

　
（
☎　

４
６
３
４
）
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▼
受
付　

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
パ
ー
ク

セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

小
学
生
以
下

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先　

ひ
ま
わ
り
の
丘
公

園
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　
（
☎　

１
１
４
７
）

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」開
催

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園

案内

◯63

　

の
み
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課

　

児
童
福
祉
・
少
子
化
対
策
係

　
（
☎　

１
６
４
５
）

　

今
年
８
月
〜
11
月
分
（
４
か
月
分
）
の

児
童
扶
養
手
当
を
、
12
月
11
日
㈮
に
受

給
者
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

※

８
月
期
現
況
届
審
査
が
終
了
し
た
方

児
童
扶
養
手
当
の
振
り
込
み
は
12
月
11
日

福
　
祉

案内

　市老連に加入・未加入関係なく、老人クラブ
会員皆さんの親睦を図るため、初詣を企画し
ました。ぜひご参加ください。
【日　程】　来年1月8日（金）
【行き先】　和歌山方面
　　　　　（日前神宮、國懸神宮、竈山神社）
【費　用】　5,900円
【申し込み期限】　12月14日（月）午前中
【申し込み方法】　①加入クラブは各単老会
長へ②未加入クラブは市老連事務所へ

市老連だより

初詣に参加しませんか

防
衛
省
学
生
を
募
集
し
ま
す

陸
上
自
衛
隊

募集

○
二
次
：
来
年
２
月
４
日
㈭
〜
７
日
㈰

の
間
の
指
定
す
る
１
日

▼
入
校
時
期　

来
年
４
月
上
旬

▼
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
兵
庫
地
方

協
力
本
部
加
古
川
地
域
事
務
所
（
☎

０
７
９

－

４
２
６

－

３
２
９
０
）・
青

野
原
分
駐
所
（
☎　

７
９
５
９
）

▼
種
目　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
（
一
般
）

▼
応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子 ※

平
成
28
年
４
月
１
日
時
点

▼
受
付
期
間　

来
年
１
月
８
日
㈮
ま
で

▼
試
験
日

○
一
次
：
来
年
１
月
23
日
㈯
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【答え】 ①うのはな　②ほととぎす　③さつきばれ
　　　 ④五月雨　⑤早乙女

①卯の花　  （　　　）

②時鳥　　  （　　　）

③五月晴れ　（　　　）

④さみだれ（　　　）

⑤さおとめ（　　　）

▼
対
象　

英
語
だ
け
で
意
思
疎
通
が
で

き
る
方
（
英
検
２
級
程
度
以
上
）

▼
参
加
料　

無
料
（
今
年
度
の
み
）

※

申
し
込
み
不
要
。
好
き
な
日
に
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
国
際
料
理
教
室
」参
加
者
募
集
　
ほ
か

国
際
交
流

募集
【
英
会
話
中
級
ク
ラ
ス
】

▼
日
時　

来
年
１
月
18
日
〜
３
月
28
日

　

の
月
曜
日
（
全
10
回
）
20
時
〜
21
時

　

※

３
月
２１
日
除
く

▼
講
師　

マ
イ
ク
・
コ
ニ
グ
さ
ん
（
市

内
在
住
外
国
人
講
師
）

▼
対
象　

中
学
生
以
上
で
中
３
レ
ベ
ル
の

英
文
法
が
理
解
で
き
る
方

　

冬
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
う
本
場
の
点

心
（
餃
子
・
小
龍
包
）
づ
く
り
を
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

来
年
１
月
10
日
㈰
10
時
〜
13

時
▼
場
所　

コ
ミ
セ
ン
下
東
条　

調
理
室

▼
講
師　

郭
暁
霞
さ
ん
（
中
国
ハ
ル
ピ

ン
出
身
）

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　

１
，
０
０
０
円
（
小
学
生

以
下
５
０
０
円
）

※

当
日
、
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ

き
ん
、
筆
記
用
具
、
麺
棒

国
際
料
理
教
室

「
中
国
料
理
」を
作
ろ
う

英
会
話
・
ス
ペ
イ
ン
語
教
室

受
講
生
募
集

【
英
会
話
初
級
ク
ラ
ス
】

▼
日
時　

来
年
１
月
20
日
〜
３
月
30
日

の
水
曜
日
（
全
10
回
）
20
時
〜
21
時

※

３
月
23
日
除
く

▼
講
師　

ロ
ザ
リ
ン
ド
・
ス
ク
ー
ラ
ー

さ
ん
（
市
内
在
住
外
国
人
講
師
）

▼
対
象　

中
学
生
以
上
で
中
２
レ
ベ
ル
の

英
文
法
が
理
解
で
き
る
方

【
ス
ペ
イ
ン
語
教
室
】

▼
日
時　

来
年
１
月
20
日
〜
３
月
30
日

の
水
曜
日
（
全
10
回
）
18
時
45
分
〜

19
時
45
分　

※

３
月
23
日
除
く

▼
講
師
　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
モ
ネ
デ
ロ
さ

ん
（
ス
ペ
イ
ン
出
身
）

▼
対
象　

ス
ペ
イ
ン
語
に
興
味
の
あ
る

方
（
初
心
者
大
歓
迎
で
す
）

▼
場
所　

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

　

サ
ー
ク
ル
室

▼
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

※

１２
月
１
日
㈫
か
ら
受
付

▼
参
加
料　

10
回
７
，
５
０
０
円

　
（
当
協
会
会
員
は
、
７
，
０
０
０
円
）

※

初
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
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あ
る
程
度
英
語
が
話
せ
る
け
れ
ど
、

普
段
英
語
を
使
う
機
会
が
な
い
と
い
う

方
に
お
す
す
め
で
す
。
１
時
間
英
語
の

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
な
が
ら
、
テ
キ
ス
ト

無
し
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

12
月
11
日
㈮
・
18
日
㈮
・

25
日
㈮
い
ず
れ
も
11
時
〜
12
時

▼
場
所　

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

サ
ー
ク
ル
室

▼
講
師　

中
村
芳
彦
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ

在
住
歴
41
年
）

ク
ォ 

シ
ャ
ー 

シ
ャ

お
試
し
講
座
参
加
者
募
集

Casual English
    Conversation Class

市老連事務所（☎・　  63‐2099）
※月・水・金の9：00～16：00

（シルバーワークプラザ内）

各
教
室
共
通

▼
申
し
込
み
方
法

　

窓
口
・
電
話
・
メ
ー
ル
な
ど
で
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

小
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
内
）

　

☎　

６
７
６
３
・　
　

２
４
０
０　

　
　

 info@
oia.gr.jp

漢字に挑戦！（小学校漢字 5・6年より） ひの  くま かま  やまくに かかす

防
災
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

昨年の初詣



暮
ら
し
の
情
報
▼

税・年
金・保
険

福
　
祉

ま
ち
・
産
業

ス
ポ
ー
ツ

健
　
康

そ
の
他
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教　室　名

アイアイ体操

ルンルン体操

ゴーゴー体操

たけの子体操

のびのび体操

曜日

水

金

火

木

火

木

金

金

火

木

金

活動時間

キッズ
ストリート
ダンス

コース

A

B

A

B

C

D

A

B

A-1

A-2

B-1

B-2
 

対　　象

 3歳児と保護者
 （H23.4.2～H24.4.1生）

4歳児
（H22.4.2～H23.4.1生）

5歳児
（H21.4.2～H22.4.1生）

 

小学1～3年生

 
小学3～6年生

  
小学1・2年生

   

小学3～6年生
初心・初級者

小学3～6年生
Bクラス・ダンス経験者

4・5歳児
（H21.4.2～H23.4.1生）

10:30～11:30

16:00～17:00

16:00～17:00

17:30～18:30

19:00～20:00

19:00～20:00

16:00～16:50

17:00～17:50

18:00～18:50

19:00～19:50

 

募集
人員

平成27年度　第3期（1月～3月　全12回）スポーツ教室生募集

【返信のあて名面】 【往信の文面】

○
○
市
△
△
町
□
□
番
地

○
○
　
○
○
　
様

○
○
　
○
○
　
様

①
希
望
教
室
名
（
コ
ー
ス
名
）

②
住
　
所

③
受
講
者
名
（
保
護
者
名
）

④
年
齢（
生
年
月
日
・
学
年
）

⑤
電
話
番
号

※

幼
児
・
小
学
生
の
場
合
は

　
保
護
者
名
を
付
記

【往信のあて名面】 【返信の文面】

※

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い

※

総
合
体
育
館
ま
た
は

　
匠
台
公
園
体
育
館
の
あ
て
名

記 入 例

〒675-1378　小野市王子町917番地の1
小野市総合体育館（アルゴ）
「平成27年度 第3期スポーツ教室生募集」係 ☎62-7000

応募先・
問い合わせ先

〒675-1322　小野市匠台77番地
小野市匠台公園体育館（おのアクト）
「平成27年度 第3期スポーツ教室生募集」係 ☎62-0001

教　室　名

ストリートダンス

エアロビクス

ピラティス

ヨ　　ガ

フラダンス

ポルドブラ

ステップ＆エアロ

バランスボールビクス

楽　楽

そ よ か ぜ

ひ ま わ り

ヨ　　ガ

タヒチアンダンス
エクササイズ

対　　象

中学生～一般

 

曜日

金

火

木

水

火

水

木

土

金

木

水

木

火

火

木

木

火

金

月

月

月

水

月

水

月

水

金

金

金

 20:00～20:50

 10:00～10:50

 11:00～11:50

20:00～20:50

 11:00～11:50

21:00～21:50

 21:00～21:50

 21:00～21:50

 14:00～14:50

 19:00～19:50

 19:00～19:50

 10:00～10:50

15:00～15:50

19:00～19:50

  20:00～20:50

10:00～11:30

 9:30～11:30

9:30～11:30

 13:30～14:20

 14:30～15:20

 11:00～11:50

 20:00～20:50

 10:00～10:50

 19:00～19:50

 19:00～19:50

19:00～19:50

10:00～10:50

11:00～11:50

活動時間

総

合

体

育

館

（

ア

ル

ゴ

）

応募先

匠
台
公
園
体
育
館
（
お
の
ア
ク
ト
）

募集
人員

一般男女

一般男女

一般男女

一般男女

一般男女

一般男女

一般男女

高齢者男女
概ね６０歳以上

一般男女

一般男女・経験者

一般男女

一般男女

一般男女

一般男女

一般男女

ピラティス

バランスボールビクス

ズンバゴールド

ステップ

高齢者男女
概ね６０歳以上

一般男女

●講師の都合などにより、上記の教室を必ずしも継続して開講できるとは限りません。

●一般とは、平成12年4月1日以前に生まれた方とします。

　（ただし、中学・高校生らは保護者の責任において受講させてください）

●小学3年生は、「たけの子体操・のびのび体操」の両方に申し込むことはできません。

●各教室の実施日が、一部変更になることがあります。

●詳しくは応募先まで問い合わせください。（ホームページにも掲載しています）

　　　

各5,000円（スポーツ保険料含む）
12月14日（月）必着　※窓口での受付はしません
①記入例のとおり往復はがきで、応募してください。
②はがきは、1枚につき1人・1教室・1コースで応募してください。
③同じ教室内の応募は、1コースのみとします。
・ただし、違う教室への応募はできます。
・重複申し込みがある場合は、応募をご遠慮いただくことがあります。
④幼児・小学生教室への応募は、必ず保護者名、生年月日、学年を付
　記してください。
⑤本人・保護者以外の申し込み手続きはできません。
①募集人員を超える教室については、市内在住の方を優先して抽選し、
　受講者の決定後、結果をはがきでお知らせします。

②公開抽選会は下記のとおり各応募先で行います。（抽選は主催者で）
◆総合体育館（アルゴ）　
　日時：12月15日（火）14：00～ 　場所：総合体育館　研修室（2階）
◆匠台公園体育館（おのアクト）  
　日時：12月15日（火）10：00～ 　場所：匠台公園体育館　軽運動室
（公財）小野市都市施設管理協会

●受 講 料
●応募締切日
●応 募 方 法

●受講者決定

●主　　　催

※12月22日（火）までにはがきが届かない場合は、問い合わせください。
　12月26日（土）までに問い合わせが無く、また手続きが終わっていな
　い場合は当選を無効とします。

 10

 20

 2

 2

 －

 －

 11

 12

 24

 17

 2

 －

 20

 －

 4

 11

 10

 6

 3

 －

 1

 10

 2

 －

 7

 2

 7

 2

 10

コース

-

A

A

B

1

2

1

2

3

-

A

B

A

B

-

-

A

B

-

A

B

C

D

E

F

-

-

-

-

-

-

－

－

1

－

－

－

－

－

－

－

2

－

3

8

一般男女

講師

大村

川原

大村

川原

薫

薫

川原

猪野

薫

館指導員

館指導員

館指導員

葛野

大村

阿部

大村

阿部

小林

薫

鈴江

鈴江

講師

館指導員

館指導員

館指導員

館指導員

館指導員

レッドライン
スタッフ

レッドライン
スタッフ

総

合

体

育

館

（

ア

ル

ゴ

）

応募先
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information
　

子
ど
も
の
好
き
嫌
い
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

来
年
１
月
29
日
㈮
10
時
〜
11

時
30
分
（
予
約
制
）

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

小
学
校
就
学
前
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者

▼
定
員　

15
組　

※

託
児
あ
り

▼
内
容　

管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
話
・

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

▼
申
し
込
み
方
法　

来
年
１
月
15
日
㈮

ま
で
に
電
話
で
健
康
課
（
☎　

３
９

７
７
）
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

健康課からのお知らせ

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
市
町

村
の
助
成
に
よ
り
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ

　
「
減
塩
」
と
「
野
菜
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
」

を
テ
ー
マ
に
、
調
理
を
通
し
て
健
康
づ
く

り
の
輪
を
繋
ぐ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

来
年
１
月
27
日
㈬
10
時
〜
12

時
30
分

▼
場
所　

コ
ミ
セ
ン
お
の
調
理
実
習
室

▼
主
催　

小
野
市
い
ず
み
会

▼
対
象　

40
〜
74
歳
の
方

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
申
し
込
み
方
法　

来
年
１
月
20
日
㈬

ま
で
に
電
話
で
健
康
課
（
☎　

３
９

７
７
）
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
家
庭
で
で
き
る
食
育
〜
生
き
る

力
を
育
て
よ
う
〜
」参
加
者
募
集

◯63

◯63

▼
診
療
時
間　

９
時
〜
12
時

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　

お
子
さ
ん
の
急
な
病
気
や
け
が
な
ど

で
お
困
り
の
時
は
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
北
播
磨
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
〉

▼
相
談
時
間　

18
時
〜
22
時
（
祝
日
・

年
末
年
始
除
く
）

▼
対
応
者　

看
護
師

▼
電
話
番
号　

☎　

１
３
７
１

〈
兵
庫
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
〉

▼
相
談
時
間
　

○
平
日
・
土
曜
日
：
18
時
〜
24
時

○
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
：
９
時
〜

年
末
年
始
の
救
急
歯
科
診
療

ワ
ク
チ
ン
接
種
医
薬
品
副
作
用

被
害
救
済
制
度
の
相
談
窓
口

野
菜
も
一
緒
に
！
　

お
い
し
い
減
塩
料
理
教
室

24
時

▼
対
応
者　

看
護
師
（
必
要
に
応
じ
て

医
師
）

▼
電
話
番
号　

○
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
回
線
・
携
帯
電
話
・

公
衆
電
話　

☎
♯
８
０
０
０

○
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話

　

☎
０
７
８

－

７
３
１

－

８
８
９
９

か
の
接
種
を
受
け
た
方
で
、
接
種
後
に

何
ら
か
の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機
関
を

受
診
さ
れ
た
方
の
相
談
窓
口
が
あ
り
ま

す
。

　

接
種
と
の
関
連
性
が
認
定
さ
れ
る
と
、

医
療
費
・
医
療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
方

は
、
具
体
的
な
請
求
方
法
な
ど
に
つ
い

て
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総

合
機
構
の
相
談
窓
口
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
救
済
制
度
相
談
窓
口　

☎
０
１
２
０

　

－

１
４
９

－

９
３
１
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

　

ル
）・
☎
０
３

－

３
５
０
６

－

９
４
１
１

　
（
有
料
）

◯62

※変更する場合があります。受診前に確認してください。

当 番 医
長井歯科医院（市場町）
☎63-6428

天神歯科医院（加東市天神）
☎0795-47-0901
市浦歯科（小田町）
☎67-0733

本荘歯科医院（加東市高岡）
☎0795-48-5552

日　程

12月31日（木）

  1月  1日（金）

 1月  2日（土）

1月  3日（日）

　飲みすぎは胃や肝臓に負担をかけ、内臓脂肪を増や
す原因になります。週に2日は休肝日をつくり、アル
コールの適量を守りましょう。

【適量の目安】 

●ビール………… 中瓶1本（500ml）

●酎ハイ…………  1缶（350ml）

●ワイン………… ワイングラス2杯弱（200ml）

●日本酒………… 1合（180ml） 

●焼酎（25度） … 1/2合（90ml） 

●ウイスキー・ブランデー…… ダブル１杯（60ml）

※いずれか一つが１日の適量（純アルコール20gに相当） 

生活習慣病を予防するために
アルコール編

平成25年度に策定した「おの健康プラン21・Ⅱ」で
は、健康寿命の延伸などを基本目標にし、健康づく
りの取り組みを掲げています。

おの健康プラン21・Ⅱ
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　県動物愛護センターの方か
ら、犬や猫の習性やふれあい
方について楽しく学びました。
実際に動物とふれあい、動物
のぬくもりを感じることがで
きたひとときでした。
　　　　　　　（10月21日）

犬や猫と仲良しになれたよ！

児童館チャイコム予定表（12月）
【ふれあいタイム】月～金（11：00～11：30）遊戯室
【つどいの広場】月・金・土（10：00～15：00）集会室

西本町477（☎63-3390・　　63-3462）

十二単や束帯を着てみませんか
じゅうにひとえ

来年1月9日～31日の土・日・祝
日（全9回）10：00～15：40
好古館研修室
6組（2人1組で、各45分）
※応募者多数の場合は抽選

十二単…身長130㎝以上
束　帯…身長150㎝以上
無料（ただし、入館料が必要）
12月15日（火）まで・必着
※当館で申し込むか、はがき、
ファクスまたはメールに住
所・氏名※・電話番号・身長※・
着付け希望日（複数可）を記入
し、申し込みください。

《遊戯室》11：00～11：30
ふれあいタイム・パパサタサロン等

日 曜日
《集会室》10：00～15：00
つどいの広場・エコ工作等

（都合により変更する場合があります）

-

-

-

-

選んで遊ぼうコーナーあそび

にこにこ子育て相談（9:45～11:00）

選んで遊ぼうコーナーあそび

親子で自由あそび

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ）

みんなであそぼうリズムにのって

クリスマスグッズを作ろう

親子で自由あそび

パパサタサロン
「クリスマスグッズを作ろう」

親子で自由あそび

みんなでお祝いハッピーバースデーと
お楽しみクリスマス会（10：30～11：30）

みんなで体操１・２・３

選んで遊ぼうコーナーあそび

みんなであそぼうリズムにのって

親子で自由あそび

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）

親子で自由あそび

掲示板に表示する作品づくり

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ）

親子で自由あそび

パパサタサロン「作ってあそぼう」

親子で自由あそび

ふれあいマッサージ（10：30～）
※申込者対象

エコ工作を楽しもう

パステルアートに挑戦（10：30～）
※申込者対象

わらべうたあそびを楽しもう（10：30～）

エコ工作を楽しもう

１２月生まれのお友だち集まれ！
（9：45～10：15）　

０歳児・ほのぼのひろば（10：30～）

エコ工作を楽しもう

おしゃべりタイム（10：30～）

エコ工作を楽しもう

おしゃべりタイム（10：30～） 

休　館　日

1
2
3

4

5
6

7

8
9
10
11

12

13

14

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

火
水
木

金

土
日

月

火
水
木
金

土

日

月

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

特別展「江戸時代の産業経済の
発達～小野市市場地区～」開催中

　江戸時代の市場地区の姿を紹介。
特別展終了後、来年1月7日（木）～
20日（水）はコミセンいちばで内容
の一部を展示します。（入場無料）

12月20日（日）まで
9：30～17：00（月曜休館）
好古館2階展示室
大人（高校生以上）300円
小・中学生100円
※ココロンカード持参の小・中学生は無料

【関連行事】（無料・申し込み不要）
講演会「加古川舟運と市場地区」
来年1月9日（土）10：00～11：30
コミセンいちば集会室
講師：今井修平さん
　　（神戸女子大学教授）

山田池養水掛絵図【嘉永3（1850）年】

コース名

18:30～21:30

初
心
者

中
級
者

ろ
く
ろ

受講料
火曜日ｺｰｽ

金曜日ｺｰｽ

日曜日ｺｰｽ

火曜日ｺｰｽ

金曜日ｺｰｽ

日曜日ｺｰｽ

火曜日ｺｰｽ

水曜日ｺｰｽ

土曜日ｺｰｽ

金曜日夜ｺｰｽ

土曜日夜ｺｰｽ

9:30～12:00

13:30～16:00

13:00～16:00

7,000円
（市外の方
10,500円）

8,000円
（市外の方
12,000円）

10,000円
（市外の方
15,000円）

※参加者全員分
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対象日時 場所 定員 受講料・料金 申込期間 内容

黍田町1000-1（☎70-0261・　　70-0262）

◆お話会（12月）◆
12日（土） 14：00～・14：40～
19日（土） 10：30～
20日（日） 15：00～
26日（土） 14：00～・14：40～

◆赤ちゃんタイム（12月）◆
19日（土）

※　  は「英語でお話会」

Ｅ

Ｅ

10：00～12：00
10：00～12：00
16：00～17：0010・24日（木）

図書館
中島町64（☎62-0456・　　62-0606）

粟生町1816‐7（☎・　　66‐7789）

ぬいぐるみのお泊まり会

クリスマスおすすめ絵本パック

読書の幅を広げるきっかけに…

ビブリオバトルで発表しませんか

短期講座生募集～ひな人形づくり～

12月12日（土）14：00～14：30
図書館1階お話しの部屋
図書館カードを持っている幼児
無料
20人　※カウンターで1日（火）か
ら先着順で受け付けます。

【作　陶】来年1月15日（金）
13：30～16：00
【絵付け】来年1月29日（金）
13：30～14：30 ※希望者のみ
15人
1,000円（市外の方は1,500円）
12月23日（祝）

12月19日（土）15：00～16：00
図書館研修室①
5人
発表テーマ「夢」
（発表時間1人5分）
※カウンターで申し込みください。
　観覧者は申し込み不要。

　12月25日（金）まで、クリスマ
スにおすすめの絵本3冊を1パック
にして貸し出します。

　どんな本が入っているか分から
ない「お楽しみ袋」を用意していま
す。どうぞご利用ください。

12月15日（火）～28日（月）

来年1月16日（土）13：30～15：30
30人
600円
12月23日（祝）

青野原俘虜収容所開設100年
「ビアマグ製作」体験

※各講座・教室の申し込みは、窓口で申
　し込みいただくか、住所・氏名・電話
　番号・受講希望講座名／冬期陶芸教室
　受講希望コースを記入のうえ、ファク
　スで申し込みください。送信後は、確
　認の電話をしてください。
※応募者多数の場合は抽選。各講座・教
　室とも申込者が3人以下の場合は開講
　しません。

来年1～4月（毎週1回・全12
回）※来年1月6日（水）から順次開講
初心者教室：基礎的な技術をマ
スターしたい高校生以上の方
中級者教室：初心者教室を修了
された方
ろくろ教室：当館の教室を2回
以上受講し、電動ろくろに挑戦
したい方
初心者・中級者教室：各コース5人
ろくろ教室：各コース8人
12月20日（日）

冬期陶芸教室の受講生募集

■12月5日（土）・6日（日）は、小野
ハーフマラソン開催のため臨時休
館します。第4火曜・22日は開館
します。

■12月15日（火）～28日（月）は貸出冊
数30点、貸出期間22日間に変更し
ます。

■年末年始の閉館日は24㌻参照

年末謝恩ガラガラ抽選会

　入浴ポイントを10個集めたカー
ド1枚につき、抽選券1枚をお渡し
します。1等の高級すき焼き用お
肉をはじめ、素敵な商品を用意し
ています。

12月16日（水）～20日（日）
10：00～21：30

12月22日は冬至の柚子湯

　12月22日（火）に柚子湯を開催
します。今年も柚子と一緒に、柑
橘類の王様「晩白柚」を浮かべます。
ぜひ、お楽しみください。

年始は1月2日から営業します

　初風呂は来年1月2日（土）です。
また、1月2日・3日は営業時間を1
時間延長し23時まで営業（受付は
22：30まで）。各日先着500人に干
支石けんもプレゼントします。
※年末年始の営業については24㌻参照

ばんぺい ゆ



指定管理者　NPO法人 北播磨市民活動支援センター
中島町72番地（☎62-5080・　62-2400）

10th Anniversary

12月の休館日 22日（火）
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1月 10日（日）14：00開演
1月 23日（土）15：30開演

◆場 所　市民交流ホール
◆料 金　3,200 円 ※全席指定
　　　　 （友の会 3,000 円）

◆場 所　エクラホール
◆料 金　800 円 ※全席指定
　　　　　（友の会・高校生以下 500円）

　懐かしのフォークソングをたっ
ぷりお楽しみください。

大阪音楽大学吹奏楽団
コンサート

　新春を彩る迫力の吹奏楽
サウンドをお楽しみくださ
い。

ガル・コンサート

◆ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ　羽生知央さん
◆場 所　　　大会議室
◆料 金　　　500円
◆曲 目　　　青い山脈
　　　　　　 高校3年生
　　　　　　 恋のバカンスほか

ばんばひろふみコンサート

来年
来年

●〇男女共同参画センター〇●

12月 15日（火）13：30開演

◆出 演　様々なジャンルの16組
◆場 所　ハートフルサロン
◆料 金　無料

 プロのポップス歌手のリードとピアノ生伴奏でみんな
一緒に歌いましょう。

◆講 師　樽口知加さん
　　　　　（MC♥マナーアカデミーマナージュ）

◆講 師　中井さとみさん（なかい行政書士事務所）

①②とも
◆場 所　中会議室
◆料 金　無料
◆対 象   おおむね団塊世代以上の方
◆定 員　20 人（先着順）
　　　　 ※①②両方に参加できる方を優先　

　音楽やパフォーマンスなど魅力いっぱいのス
テージをお楽しみください。

　人生いきいきと過ごすために知っておきたい
「健康の秘訣」と「終活」について学びます。

①心とカラダにアプローチ～7歳若返る健康のコツ～

②自分と家族のために 今からはじめる「終活」のススメ

好評
発売中

好評
発売中

12月 20日（日）11：00～ 16：50

今をよりよく生きるために～健康と終活～

来年1月 18日（月）10：00～ 12：00

来年1月 25日（月）10：00～ 12：00

申し込み・問い合わせは☎62-6765 まで

平成27年度市民活動活性化事業
こころとからだの元気塾 vol.2
過ぎ去った昭和をワンコインで歌おう

好評
発売中

クリスマス
スペシャルコンサート vol.3

※友の会割引券が利用できます。

■年末年始の休館日のお知らせ■
12月29日（火）～1月2日（土）

王子町806-1（☎63-1020・　  63-1138）
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日時 場所 定員 受講料・料金 申込期間 内容対象

王子町806-1（☎63-1020・　　63-1138）

12月19日（土）は小野名画劇場

市民会館大ホール
当日券700円
※小野シネマゴールドカード提示で無料

【上映作品】
「駅　STATION」
①10：00～②15：10～

イルミネーションや
コンサートなどを開催

小野陣屋まつり
出店者・出演者募集

市場町53（☎・　　62‐2454）

「いちば料理教室」受講生募集

「関西フィルハーモニー管弦楽団
コンサート」前売券販売開始

◆イルミネーション◆
12月25日（金）まで
17：00～21：00
コミセンおの周辺

◆コンサート◆
12月5日（土）・12日（土）・20日
（日）18：30～
コミセンおのコミュニティホール
無料

◆フォトコンテスト◆
来年1月8日（金）
【テーマ】コミセンおの周辺の
イルミネーション
【サイズ】四つ切（ワイド四つ切
も可）。組み写真は不可。
※応募方法など詳しくはコミセンおの
　備え付けのチラシをご覧ください。

　小野商店街で開催する「小野陣
屋まつり」に出店・出演しません
か。コミセンおのに備え付けの申
込用紙で来年1月31日（日）までに
申し込みください。

◆出店者◆
来年3月5日（土）・6日（日）
いずれも11：00～
小野市料飲組合加盟店または北播
磨地域の市民団体で、区長または
地域づくり協議会から推薦され、
原則、両日出店できる団体

◆舞台出演者◆
来年3月6日（日）10：00～15：00
音楽演奏、歌、ダンス、演舞な
どを披露する5人以上の団体

①12月12日（土）クリスマス向
　け家庭料理
②12月20日（日）お正月向け家
　庭料理
いずれも9：30～12：30（全2回）
コミセンいちば　調理室 
市内在住・在勤の成人の方
18人　※応募者多数の場合は抽選
600円 ※別途、材料費が必要
12月1日（火）～9日（水）
講師：國井美保子さん（料理教
室講師）
※申込用紙は市内公共施設に設置

市民ギャラリー展示案内

▶「小野市短歌フォーラム作品展」
　（小野市短歌フォーラム実行委員
会）【短歌や写真・約30点】

　12月10日（木）まで
▶「温度を感じる写真展」
　（camelove）【写真・約20点】
　12月14日（月）～26日（土）

　アトリエ夢現
（三木市）の皆さ
んが季節感のある
押絵や手作り小物
の展示・販売をし
ます。
12月1日（火）～26日（土）
13：00～17：00（水曜定休）

　市民と関西フィルハーモニー管
弦楽団のコラボレーションをお楽
しみください。

来年2月14日（日）15：00～

市民会館大ホール
一般2,000円、大学生1,000
円、小・中・高校生500円
※全席自由、当日券各500円増
※前売券は12月7日（月）から
　市民会館、好古館、図書館、
　市内各コミセンで販売
【プログラム】関西フィルと一
緒に演奏しよう吹奏楽団との共
演（行進曲「K点を越えて」ほ
か）／関西フィルと一緒に歌お
う合唱団・児童合唱団との共演
（未来に向かって）
【一時保育】1歳～就学前・先
着15人・来年1月29日締め切り

監督：降旗康男
出演：高倉健、倍賞千恵子ほか

「或る夜の出来事」
①13:00～②17:40～

監督：フランク・キャプラ
出演：クラーク・ゲーブル、クロー
　　　デット・コルベールほか

光り輝く巨大ツリーと手作りのイルミネーションオブジェ

上本町94・小野商店街内（☎・　　63‐2126）

「手作り小物作品展」開催

（播州カフェ）
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テ
ー
マ
は
「
年
末
に
読
み
た
い
本
」

こ
の
時
期
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
を
図
書
館
職
員
が
選
び
ま
し
た
。

　

豊
富
な
選
択
肢
は
人
を
幸
せ
に
し
な

い
。「
選
択
」
を
科
学
的
に
分
析
し
た
本
。

　
「
あ
ん
た
の
居
場
所
ぐ
ら
い
こ
こ
に

は
あ
る
よ
」
分
か
ち
合
う
愛
を
示
す
詩

物
語
。

　
自
分
で
作
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
（
よ
う
な
気
が
す
る
）
大
学
芋
で

す
が
、
家
庭
に
あ
る
調
味
料
だ
け
で
意
外
と
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
揚
げ
る
ひ
と
手
間
は
必
要
で
す
が
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

○
材
料
（
４
人
分
）

　
さ
つ
ま
い
も…

…
…
…

中
２
本

　
揚
げ
油…

…
…
…
…
…
…

適
量

　
砂
糖…

…
…
…
…
…

大
さ
じ
３

　
淡
口
醤
油…

…
…
…

小
さ
じ
⅔

　
水…

…
…
…
…
…
…

大
さ
じ
１

　
黒
い
り
ご
ま…

…
…
…
…

適
量

○
作
り
方

❶
さ
つ
ま
い
も
は
よ
く
洗
い
、
１
㌢
幅
の
半
月
切
り
に
し
て
１
７
０
度

　
の
油
で
素
揚
げ
に
す
る
。

❷
小
鍋
に
砂
糖
・
淡
口
醤
油
・
水
を
入
れ
て
火
に
か
け
、
蜜
を
作
っ
て

　
お
く
。

❸
素
揚
げ
し
た
さ
つ
ま
い
も
に
蜜
を
絡
め
、
お
好
み
で
黒
い
り
ご
ま
を

　
ふ
っ
て
完
成
。

焦がさないよう火加減に
注意！　でも砂糖はしっ
かり溶かしましょう。

　

ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
口
承

史
。
史
記
よ
り
５
倍
古
い
民
族
の
歴
史

は
文
字
で
な
く
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

エネルギー　206kcal（1人分）

www.city.ono.hyogo.jp/~kyusyoku/ほかのメニューも紹介

ワンポイント

　

歌
人
夫
婦
40
年
の
恋
歌
と
エ
ッ
セ
ー
。

家
族
の
記
録
を
短
歌
で
残
し
ま
せ
ん
か
。

『
た
と
へ
ば
君 

四
十
年
の
恋
歌
』

河
野
裕
子
・
永
田
和
宏 

著（
文
藝
春
秋
）

『
一
万
年
の
旅
路
』

　

ポ
ー
ラ
・
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド 

著　

星

　

川 

淳 

訳
（
翔
泳
社
）

『
選
択
の
科
学
』

　

シ
ー
ナ
・
ア
イ
エ
ン
ガ
ー 

著　

櫻
井

　

祐
子 

訳
（
文
藝
春
秋
）

『
マ
ロ
ー
ン
お
ば
さ
ん
』

　

エ
リ
ナ
ー
・
フ
ァ
ー
ジ
ョ
ン 

著　

阿

　

部
公
子
・
茨
木
啓
子 

訳
（
こ
ぐ
ま
社
）
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「
大
学
芋
」

元朝日新聞記者で2010年から小野市学術政
策員。ＮＨＫの朝ドラ「あさが来た」が大好
評だ。モデルの大阪の豪商、加島屋と市場の
近藤家はどちらがより富裕だったのだろう
か。勉強不足で、わからないことは多い。

追録

♦
加
古
川
舟
運
で
繁
栄
す
る
近
藤
一
族
♦

　
一
揆
勢
が
市
場
地
区
（
太
郎
太
夫
村
）

を
襲
っ
た
の
は
、
そ
こ
に
豪
商
・
豪
農
の

屋
敷
が
建
ち
並
ん
で
い
た
か
ら
だ
。
江
戸

時
代
に
入
り
加
古
川
舟
運
が
盛
ん
に
な

る
が
、
加
古
川
と
山
田
川
の
合
流
点
に
近

く
、
加
古
川
が
大
き
く
湾
曲
し
、
川
幅
が

広
く
、
水
深
も
深
い
市
場
地
区
は
流
域
一
、

二
の
川
湊
に
発
展
し
て
い
た
。

　
そ
の
川
湊
を
根
拠
に
す
る
最
大
勢
力

が
近
藤
家
だ
っ
た
。
遅
く
と
も
19
世
紀
前

半
に
は
、
近
藤
家
は
運
送
・
倉
庫
業
の
舟

持
、問
屋
を
中
核
に
一
門
で
干
鰯
屋
、酒
屋
、

呉
服
屋
、
醤
油
屋
な
ど
幅
広
い
事
業
を
展

開
し
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
利
益
を
基
に

土
地
を
集
積
し
、
大
地
主
に
成
長
し
て

い
っ
た
。

　
特
別
展
注
目
の
資
料
の
一
つ
、「
近
藤

家
家
宅
図
」
に
は
、
蔵
を
持
つ
屋
敷
の
前

に
船
着
き
場
が
あ
り
、
人
足
が
蔵
か
ら
米

俵
を
舟
に
積
み
込
む
に
ぎ
や
か
な
絵
が

描
か
れ
て
い
る
。
１
８
３
６
年
制
作
の
も

の
だ
が
、
屋
敷
構
え
が
小
さ
い
こ
と
や
船

着
き
場
が
天
然
の
岩
場
で
あ
る
こ
と
な
ど

創
業
期
の
近
藤
亀
蔵
宅
の
様
子
を
描
い

た
も
の
で
あ
る
。

　
「
小
野
市
史
第
２
巻
」
に
よ
る
と
、
近

藤
家
は
５
代
目
亀
蔵
の
時
代
に
は
、
加
古

川
舟
運
だ
け
で
な
く
、
海
上
の
廻
船
業
に

ま
で
事
業
を
広
げ
る
。
千
石
船
以
上
の
大

型
船
数
隻
を
持
ち
、
松
前
（
北
海
道
）
航

路
に
進
出
し
て
、
さ
ら
に
財
を
な
し
た
。

　
豊
か
な
財
力
を
元
手
に
金
融
業
も
始

め
、「
大
名
貸
」
ま
で
請
け
負
う
大
豪
商

に
成
長
す
る
。
亀
蔵
家
が
貸
し
付
け
た
大

名
は
、
小
野
藩
一
柳
家
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
姫
路
藩
酒
井
家
、
館
林
藩
松
平
家
、
土

佐
藩
山
内
家
な
ど
20
家
に
及
ん
だ
と
い

う
。
１
８
１
９
年
に
は
幕
府
に
対
し
近
藤

一
族
で
６
千
両
も
の
御
用
金
を
拠
出
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
富
裕
ぶ
り
が
加
古
川
筋

大
一
揆
の
と
き
、
最
大
の
標
的
に
な
っ
た

と
見
ら
れ
る
。

♦
打
刃
物
業
な
ど
多
彩
な
産
業
が
発
展
♦

　
私
的
な
こ
と
な
が
ら
今
回
の
特
別
展

で
目
を
引
い
た
の
は
近
藤
家
以
外
で
は
、

市
場
地
区
が
打
刃
物
業
の
一
大
産
地
だ
っ

た
と
い
う
歴
史
だ
。「
播
州
鎌
」
が
そ
ろ

ば
ん
に
並
ぶ
地
場
産
業
と
は
知
っ
て
い
た

が
、
剃
刀
鍛
冶
を
中
心
に
釘
、
鋏
な
ど
の

打
刃
物
業
が
「
金
物
の
町
」
と
さ
れ
る
美

嚢
郡
三
木
町
（
現
三
木
市
）
を
し
の
ぐ
ほ

ど
に
発
展
し
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
市
場
地
区
の
村
々
で
は
菜
種
、

綿
花
、
大
豆
、
葉
タ
バ
コ
、
茶
な
ど
多
種

類
の
商
品
作
物
を
栽
培
、
出
荷
し
て
い
た
。

菜
種
の
絞
油
業
、
綿
花
の
機
織
業
な
ど
の

農
産
加
工
業
も
発
達
し
た
と
い
う
。

　
こ
れ
ら
内
陸
部
の
農
産
品
・
加
工
品
は

至
便
な
陸
路
を
経
て
太
郎
太
夫
村
（
市

場
地
区
）
に
集
積
さ
れ
、
川
湊
か
ら
高
砂

湊
を
介
し
、
明
石
、
兵
庫
、
大
阪
な
ど
に

出
荷
さ
れ
て
い
っ
た
。
好
古
館
の
石
野
茂

三
館
長
に
よ
る
と
、
太
郎
太
夫
村
は
加
古

川
筋
随
一
の
川
湊
を
有
し
、
さ
ら
に
流
通

シ
ス
テ
ム
を
も
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

加
古
川
筋
有
数
の
「
流
通
経
済
都
市
」
に

発
展
し
た
と
い
う
。

　
い
ま
繁
栄
し
た
江
戸
時
代
の
市
場
地

区
を
し
の
ぶ
も
の
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な

い
。
古
い
道
筋
に
、
蔵
や
門
構
え
を
持
つ

大
き
な
屋
敷
が
点
在
す
る
ぐ
ら
い
だ
。
特

別
展
に
足
を
運
び
、
市
場
地
区
の
歴
史
を

再
発
見
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

豪
商
・
近
藤
家
の
〝
企
業
城
下
町
〞

     

川
湊
で
栄
え
た
江
戸
後
期
の
市
場
地
区

　
１
１
８
４
年
、
源
義
経
の
騎
馬
軍
団
が
市
場
地
区
を
怒
涛
の
よ

う
に
駆
け
抜
け
て
い
っ
て
か
ら
約
６
５
０
年
後
の
１
８
３
３
（
天

保
４
）
年
、
百
姓
ら
の
大
群
衆
が
加
古
川
筋
で
一
揆
を
起
こ
し
て

駆
け
抜
け
て
い
っ
た
。
好
古
館
の
特
別
展
「
江
戸
時
代
の
産
業
経

済
の
発
達
」（
12
月
20
日
ま
で
）
に
あ
わ
せ
、
そ
の
主
要
舞
台
、
市

場
地
区
を
訪
ね
る
。
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（
上
）近
藤
亀
蔵
家
屋

敷
跡
の
石
垣
＝
市
場

町
で
（
下
）
近
藤
家

を
描
い
た
絵（
部
分
）

＝
好
古
館
で

【訂正】11月号で広岡（一柳）恵三の生年を1869年としたのは1876年の誤りでした。



さまざまなニュースやおもしろ写真などお待ちしています。
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アルゴ
2/8下東条西保
10/22

　5歳児の園児と住吉町上のいき
いきサロンとのふれあい会がありま
した。6人ずつのグループになり、お
りがみで積み木を作りました。園児
達は、折り方をおばあちゃん達に教
えてもらい、積み木が完成したら、
積み上げ競争。あちこちで笑顔があ
ふれ、とても楽しそうでした。最後は
園児から歌と肩たたきのプレゼント
があり、和やかに幕を閉じました。
    （中番小学校区　小林友希さん）

小野東小
10/17

　小野東小学校で音楽会がありま
した。１年生は初めての音楽会。指
揮をする先生の手が上がると機敏
に構え、指揮に合わせてリズムをと
り、「歌えバンバン」の歌と「おどるポ
ンポコリン」を合奏。最後の６年生の
合奏「アフリカンシンフォニー」は迫
力のある演奏で、アンコールの拍手
も。１年生から６年生までの成長を
一度に見られた音楽会でした。
（小野東小学校区　酒井なおみさん）

カラフルでポップな看板
を市境に設置
　近隣市との境付近の道路などに
に、ヒマワリやそろばん、浄土寺など
の観光イラストをあしらった看板10
枚を設置しました。イラストの種類
は全部で9種あり、市境となる看板
には「ようこそ小野市」と歓迎の気持
ちを表示しています。５月に国道
175号（ひまわりの丘公園近く）に2
枚を、9～11月に残りの8枚を設置
しました。
                      （観光交流推進課）

ミシュランガイド兵庫
に市内の店舗が掲載
　レストランやホテルの格
付け本「ミシュランガイド兵
庫2016特別版」（10/23発
売）に、小野市観光協会会員
の焼肉「呼友」（大島町）と焼
鳥「さくら屋」（上本町）のほ
か、2店舗が掲載されまし
た。       （小野市観光協会）

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
兵
庫
２
０
１
６
特
別
版

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
）

秋
の
叙
勲 

旭
日
双
光
章
（
産
業
）

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
）

陸
上
競
技
大
会
で

西
尾
君
と
松
永
さ
ん
が
全
国
制
覇

　
10
月
23
〜
25
日
に
、
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム

（
横
浜
市
）
で
あ
っ
た
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
で
、
西
尾
晃
太
君

と
松
永
朋
子
さ
ん
が
１
０
０
㍍
で
優
勝
し

ま
し
た
。

【
結
果
】Ｃ
男
子
１
０
０
㍍
優
勝・西
尾
晃
太
（
小

野
中
１
年
）▽
Ｃ
女
子
１
０
０
㍍
優
勝
・
松
永

朋
子
（
小
野
中
１
年
）、同
３
位・藤
原
采
音
（
小

野
中
１
年
）▽
Ａ
女
子
１
０
０
㍍
Ｙ
Ｈ
５
位
・

田
中
文
菜
（
小
野
中
３
年
）※

敬
称
略表彰台で笑顔の松永さん

（中央）と藤原さん（右）
＝写真上、表彰台中央に
立つ西尾君＝写真左

中川清さん（粟生町）伊藤俊博さん（中町）市橋敬典さん（本町一丁目）

音楽会で
子どもの成長を確認

おりがみ積み木で
笑顔の輪

まちの特派員による取材記事などを紹介
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今年の小野市美術展入賞作品はこれだ！
　第42回小野市美術展が10月29日から11月1日まで伝統産
業会館でありました。絵画、書道、写真、彫塑・工芸の4部門
299点の応募作品の中から、入賞、入選作品180点を展示。ま
た、11月7、8日は、うるおい交流館エクラで特別展も開きまし
た。（いきいき社会創造課）

誉田の館 成長が楽しみ
酔芙蓉の木9～10月

　コミュニティーレストラン「誉田の
館いろどり」の窓の外にお客さんの
おもてなしの1つとして植えている酔
芙蓉の花が咲きました。朝は純白、午
後には淡い紅色、夕方から夜には紅
色に。酒を飲むと、顔色が赤みを帯び
るのに似ていることからこの名が付
いたといわれています。酔芙蓉は、前
小野市観光協会会長・井上昇一さん
に寄贈していただいたものです。
        （下東条小学校区　H.Fさん）

紙芝居で、税の話
がわかりやすく

大部小
10/2

　大部小学校でオープンスクール
がありました。1日中、保護者や地域
の方々が学校内の様子を見ること
ができ、子どもたちも嬉しそうでし
た。２年生は、２時間目に多目的室で
「租税教室」があり、社納税協会の方
から、税に関する紙芝居を見せても
らいました。低学年には難しい税の
話を、分かりやすく理解することが
できたようです。
          （大部小学校区　S.Mさん）

晴天のもと
秋祭りのにぎわい

王子町
10/11

　熊野神社秋例大祭があり、王子町
では朝早くからたくさんの子どもた
ちが法被を着て公民館に集まり、太
鼓、子ども神輿が町内を巡行しまし
た。近隣の各町からも続々と熊野神
社を目指して神輿が集まり、子ども
の奉納相撲や奉納踊りなどが行わ
れました。晴天に恵まれ、神社周辺
は、一日中にぎわいを見せていまし
た。
           （大部小学校区　S.Mさん）

すい

○市長賞：（絵画）眞嶋優一❶
○教育長賞：（書道）寺田西香❷・（彫塑・工芸）山﨑みち子❸
○文化連盟会長賞：（書道）藤川智彦・（写真）清川和人
○商工会議所会頭賞：（写真）栗山定己
○美術協会会長賞：（彫塑・工芸）中西洋子　　
　　　　　　　　　※市内在住の上位入賞者のみ掲載（敬称略）

❶

❷

❸

学ぼう！　遊ぼう！
楽しもう！

市場小
10/6

　ゲームやクイズの中に学びを取り
入れた模擬店を児童が出店する「学
びンピック」がありました。児童たち
は、縦割り班に分かれて16のお店を
出店。理科の実験を取り入れたマ
ジックやクイズに答えながら進むす
ごろくなどに、地域の保育園児も参
加して楽しい時間を過ごしました。
保護者にとっても良い頭や身体の
体操になりました。
    （市場小学校区　赤井明美さん）

ふよう
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アイドル
平成26年中に生まれられたお子
さんを紹介しています。
（毎年1月号に募集記事を掲載、
2月に募集を締め切っています）

黒川町
1歳4か月 霍田 息吹ちゃん

いぶき♡生まれてきてくれて
ありがとう♪♪
      （父 浩史さん、母 美和子さん）

つる   た い ぶ き

向山 櫂ちゃん
明るく元気に育ってね♡
ヨイヤサー！！
     （父 優兵さん、母 久美子さん）

むこ  やま      かい

黒川町
1歳4か月

天神町
1歳3か月

黒川町
1歳4か月

酒井 美紗貴ちゃん
元気で優しい女の子に
育ってね♡
                    （姉 彩衣ちゃん）

さか   い み    さ     き

浄谷町
1歳4か月 那波 蒼馬ちゃん

可愛い笑顔が癒しだよ。

   
       （父 勇哉さん、母 敏江さん）

な　　ば     そう   ま

竹内 夏鈴ちゃん
かりんちゃん　 大好き♡
いっぱい遊ぼうね！
                      （姉 結彩ちゃん）

たけ うち　   か   りん

松本 未徠ちゃん
いつも笑顔が素敵なみらい♡これ
からも仲良くいっぱい遊ぼうネ

（姉 萌華ちゃん、兄 瑞輝くん、兄 真翔くん）

まつ もと     み   らい

もえか みずき まなと

さ   えゆ   い

奥田 海朱ちゃん
海朱ちゃん
優しく元気に大きくなぁれ♡
     （父 健悟さん、母 茜音さん）

おく だ み  あ育ヶ丘町
1歳3か月

粟生町
1歳3か月

♠今月の特集の1つにそろばん
を取り上げましたが、12月とい
えば、市役所東駐車場にある巨
大そろばんの玉上げ作業があり
ます。迎春準備として月末まで
には来年の西暦に切り替わって
います。                        （F）
♥市の公式Facebookを立ち上
げて、早9か月。多くの方にご
覧いただき、「いいね！」の数が
増えていくことが励みになって
います。Facebookでは動画な
ども活用して、色々な情報発信
に挑戦中。12月は、市内各地の
イルミネーション情報などもお
届けしていきたいと思っていま
すので、ぜひ下記のQRコード
からご覧いただき、「いいね！」
をお願いします♪

平成11（1999）年12月の「広報おの」紙面
　白雲谷温泉ゆぴかを建設

するにあたり、平成11年11

月に黍田会館前の掘削工事

を開始したことをお知らせす

る記事です。

　工事は、小野、三木、西脇

など当時の5市２町が利用す

る加古川上流浄化センター

の周辺整備事業の一環とし

て実施。12年12月末には、

温泉スタンドが利用できるよ

うになりました。
（A）

紹介でつなぐ

あの人 この人
Relation

学校・園だより

№9　藤田聖子さん（小野市国際交流協会事務局長）

　13年前、姉妹都市・米国リンゼイ市の訪問団
のホストファミリーとなったことがきっかけで、
語学ボランティア活動や、訪問団の受け入れ・派
遣などを手伝うようになり、国際交流協会に参加
しました。
　人の喜んでいる顔が見たくて始めたことが、ラ
イフワークに。「来てよかった」と思ってもらい
たくてリンゼイ市の方たちをお迎えし、子どもた
ちのワクワクした顔が見たくて、図書館で英語絵
本の読み聞かせボランティアをしています。また、

料理を作って家族や友人に食べてもらうことも楽
しみのひとつです。
　こういった活動のきっかけとなった出来事のひ
とつに、息子の病気と不登校があります。「心配
ばかりしてしないで、お母さんは自分の楽しみを
見つけて外へ出てみたら？」とアドバイスをもら
い、活動してきました。その後、息子は自転車旅
で日本一周するほど元気に。人との出会いの素晴
らしさを感じながら、これからも繋がりを大事に
していきたいと思っています。

 ふじ  た　しょうこ

　前月に紹介した鈴木直英さ
んのバンド「Bellwood」の
大ファンという藤田さん。ラ
イブを毎回楽しみにされてい
ます。

市内小学校５年生

川島隆太教授らによる体験型講演会
　10月28日に、市内小学校5年生を対象にした体験型

講演会がうるおい交流館エクラでありました。市の教育

行政顧問・川島隆太東北大学教授の脳科学理論に基づい

た講演のほか、「脳」や「科学」について体験しながら学ぶ

ブースがありました。

　中村克樹・京都大学教授のブースでは、脳の神経細胞

を顕微鏡で見たり、人間やチ

ンパンジーの脳（実物）を観察

したりしました。中村教授は、

「我慢すること、相手のことを考えることなどは人間だけしかできないこと。

せっかく生まれ持った素晴らしい脳を、頑張って勉強して鍛えよう」とアドバイ

ス（＝写真上）。栗岡誠司・神戸常盤大学准教授のブースでは、教授が児童の目の

前で数々の実験を披露（＝写真左）。児童らは乾燥させたウミボタルに水を混ぜて

つぶすと、ウミボタルが青色に光る様子などを観察しました。
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姉妹都市交流40周年記念公式訪問団のお別れパーティーで（＝右から２人目）



平日（8：45～17：15）、健康課窓口で行います。妊娠届出書（または妊娠連絡票）と印かんを持参ください。
妊婦健康診査費助成券（上限86,000円分）をお渡しします。

母子健康手帳交付

平成27年8月生まれの乳児
12月21日（月）13：00～14：30 [保健センター]

平成26年5月生まれの幼児
12月  7日（月）13：00～14：30 ［保健センター］

3 歳 児 健 診 平成24年10月生まれの幼児
12月  8日（火）13：00～14：30 ［保健センター］

4か月児健診

1歳6か月児健診

平成27年5月生まれの乳児
12月17日（木）10：00～11：15※ [保健センター]　

7か月児教室

平成25年12月生まれの幼児　
12月22日（火）  9：30～11：00※ ［保健センター］　

2 歳児教室

※教室には、開始時刻までにお越しください。　
◯各教室・健診にお越しの時は、母子健康手帳を持参ください。
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HIV（エイズ）抗体検査・肝炎ウイルス検査・相談※

こころのケア相談
思春期・ひきこもり相談　　　　　　　　　　　　 
専門栄養相談（食事療法が必要な方の相談）　

☎0795-42-9436　　12月3日（木）・17日（木）、１月7日（木）13：30～14：20※匿名可
☎0795-42-5111㈹　12月24日（木）13：00～
 ☎0795-42-5111㈹　12月10日（木）13：00～
☎0795-42-9365　　12月4日（金）、1月8日（金）13：30～15：00　

「北播磨県民いきいき情報」
（http://kitaharima-ikiiki.com/kyukyuiryo/index.html）
をご覧いただくか、消防署（☎63-0119）へ問い合わせください。

北播磨小児救急輪番について
※当番医は変更することがありますので、新聞、消防テレフォ
ンサービス（☎63-7119）または、消防署（☎63-0119）で確認
してください。

小児（15歳以下）は、事前に医療機関に問い合わせたうえ
受診してください。

！

※総合医療センター：北播磨総合医療センター
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休日救急当番医/平日時間外内科系救急当番医

健康診査・教室など（健康課 ☎63-3977）

各種相談【予約制】加東健康福祉事務所

18：00～21：00（日曜・祝日は9：00～18：00）診療時間
最新情報はhttp://www.onokato-med.or.jp/
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内
科

外
科
加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

まつい子どもクリニック
敷地町　☎63-7366

内
科

外
科
加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

三浦クリニック
天神町　☎70-9288

内
科

外
科
まえだクリニック
大島町　☎64-0771

栄宏会小野病院
天神町　☎62-9900 復井診療所

復井町
☎66-7318

依藤診療所
本町
☎63-0028

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

育が丘クリニック
樫山町
☎62-8112

青山医院
加東市吉井
☎0795-46-0321

東条診療所
加東市新定
☎0795-46-0048

小島クリニック
王子町
☎64-2727

兵庫あおの病院
市場町
☎62-5533

復井診療所
復井町
☎66-7318

曽野医院
加東市東古瀬
☎0795-42-6299

清水内科クリニック
敷地町
☎62-1005

育が丘クリニック
樫山町
☎62-8112

岡田内科医院
市場町
☎62-7366

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

田渕医院
加東市新町
☎0795-48-0160

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

青山医院
加東市吉井
☎0795-46-0321

緑駿病院
匠台
☎63-5577

松本小児科医院
加東市社
☎0795-42-5105

育が丘クリニック
樫山町
☎62-8112

兵庫あおの病院
市場町
☎62-5533

柏木医院
船木町
☎67-0199

田渕医院
加東市新町
☎0795-48-0160

ますむら医院
加東市上滝野
☎0795-48-0704

松尾内科
黒川町
☎64-0880

曽野医院
加東市東古瀬
☎0795-42-6299

育が丘クリニック
樫山町
☎62-8112

坂本医院
加東市上中
☎0795-42-6660

内
科

外
科
総合医療センター
市場町　☎88-8800

三浦クリニック
天神町　☎70-9288

内
科

外
科
総合医療センター
市場町　☎88-8800

柏木医院
船木町　☎67-0199

内
科

外
科

森下クリニック
加東市社
☎0795-42-0024

栄宏会小野病院
天神町　☎62-9900

内
科

外
科
加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

曽野医院
加東市東古瀬
☎0795-42-6299

内
科

外
科
山形整形外科
加東市上中
☎0795-42-3215

兵庫あおの病院
市場町　☎62-5533

内
科

外
科
松原メイフラワー病院
加東市藤田
☎0795-42-8851

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

内
科

外
科
加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

緑駿病院
匠台　☎63-5577

内
科

外
科
兵庫あおの病院
市場町　☎62-5533

兵庫あおの病院
市場町　☎62-5533


